
と
考
え
ら
れ
る
。

（
38
）
香
南
市
教
育
委
員
会
蔵
「
岡
本
彌
太
宛
書
簡
」
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
39
）
明
治
25
年
５
月
27
日
生
、
昭
和
４
年
３
月
４
日
没
。
大
正
６
年
に
島
村
抱
月
が
主
宰
し
て

い
た
第
一
次
芸
術
座
を
辞
し
、
新
富
座
に
て
新
国
劇
の
旗
揚
げ
公
演
を
行
う
。「
月
形
半
平

太
」
や
「
国
定
忠
治
」
等
の
剣
劇
、「
白
野
弁
十
郎
」「
大
菩
薩
峠
」
等
の
演
劇
に
よ
り
大

衆
的
人
気
を
博
し
た
。

（
40
）『
演
劇
百
科
大
辞
典
』（
昭
和
61
年
５
月
、
平
凡
社
）
に
拠
れ
ば
、「
白
野
辨
十
郎
」
の
日
本

で
の
初
演
は
、
大
正
15
年
11
月
に
邦
楽
座
で
上
演
さ
れ
た
額
田
六
福
翻
案
／
澤
田
正
二
郎

主
演
の
も
の
。菊
池
寛
は「
澤
田
正
二
郎
君
の
死
」（「
読
売
新
聞
」（
昭
和
４
年
３
月
６
日
））

に
て
、「
最
近
や
つ
た
も
の
で
「
白
野
辨
十
郎
」
を
上
演
し
た
時
な
ど
は
実
に
よ
く
芝
居
を

解
し
た
人
だ
と
思
つ
た
。
あ
れ
だ
け
の
こ
と
は
外
の
人
に
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
ふ
。（
中
略
）
実
に
明
治
か
ら
い
ろ
〳
〵
新
劇
運
動
も
あ
つ
た
が
、
は
つ
き
し
た
結
晶
が

あ
り
、
劇
団
で
堂
々
と
し
た
存
在
は
新
国
劇
だ
け
で
は
な
い
か
。
そ
れ
丈
に
澤
田
君
の
死

は
惜
し
く
、
感
は
深
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
41
）「
読
売
新
聞
」（
大
正
10
年
12
月
22
日
）
の
「
抱
月
氏
追
善
劇
」
の
記
事
に
は
、
明
治
座
に

て
予
定
さ
れ
て
い
る
抱
月
没
後
三
周
年
興
行
に
お
い
て
、
読
売
新
聞
社
が
後
援
と
な
り
、

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
原
作
／
坪
内
士
行
脚
色
「
罪
と
罰
」
四
幕
等
が
澤
田
正
二
郎
一
座
に

よ
っ
て
上
演
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、「「
大
菩
薩
峠
」
の
出

色
あ
る
演
出
」
に
よ
っ
て
好
劇
家
の
評
価
を
得
た
澤
田
正
二
郎
が
、「
今
度
は
「
罪
と
罰
」

の
大
学
生
ラ
ス
コ
リ
ニ
コ
フ
に
扮
し
て
彼
独
特
の
持
ち
味
を
出
さ
う
と
い
ふ
計
画
」と
あ
る
。

（
42
）
関
西
か
ら
戻
っ
た
澤
田
正
二
郎
一
座
は
、
昭
和
３
年
８
月
１
日
か
ら
帝
国
劇
場
に
て
真
山

青
果
原
作
の
「
坂
本
龍
馬
」
四
幕
四
場
を
上
演
し
、
盛
況
を
博
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
10

月
31
日
か
ら
同
演
目
を
四
幕
五
場
に
拡
大
し
て
公
園
劇
場
に
て
上
演
し
て
い
る
。

（
43
）
中
村
吉
蔵
「
新
国
劇
の
十
周
年
（
一
）」（「
読
売
新
聞
」
昭
和
２
年
７
月
13
日
）
は
、「
澤

田
正
二
郎
君
が
十
箇
年
（
稿
者
注
：
澤
田
正
二
郎
に
よ
る
新
国
劇
が
昭
和
２
年
７
月
で
十

周
年
）
の
長
き
に
亘
つ
て
、
よ
く
新
国
劇
を
支
持
し
て
来
た
ば
か
り
で
な
く
、
今
や
そ
れ

が
現
代
の
日
本
の
劇
壇
に
於
て
歌
舞
伎
劇
の
一
敵
国
と
し
て
の
堅
牢
な
地
盤
を
造
る
に
至

つ
た
の
事
実
に
当
面
し
て
、
驚
嘆
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
筈
だ
と
思
ふ
」
と
評
し
て
い
る
。

（
44
）M

ary Pickford

、
１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
４
月
８
日
生
、
１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年

５
月
29
日
没
。

（
45
）
澤
田
正
二
郎「
若
き
日
の
思
ひ
出
」（『
苦
闘
の
跡 

改
訂
版
』（
昭
和
３
年
12
月
、柳
蛙
書
房
））

で
は
、「
父
は
土
州
山
の
内
藩
の
豪
士
で
、
彼
の
後
藤
象
次
郎
を
崇
敬
し
て
ゐ
た
土
佐
兒
で

あ
つ
た
。
而
も
、
明
治
十
年
の
役
の
熊
本
籠
城
の
際
に
は
、
目
ざ
ま
し
い
奮
戦
を
し
て
大

い
に
勲
功
を
さ
へ
博
し
た
と
い
ふ
、
譽
あ
る
日
本
武
士
の
一
人
で
あ
つ
た
。」
と
土
佐
藩
出

身
者
で
あ
っ
た
父
の
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。

【
付
記
】

・
本
研
究
はJSPS

科
研
費 JP20K

12943

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

・ 

翻
刻
に
あ
た
り
、
故
猪
野
睦
氏
、
同
ご
遺
族
、
藤
田
泰
子
氏
、
岡
本
龍
太
氏
に
は
資
料
の
ご
提

供
を
い
た
だ
き
、
其
の
他
多
く
の
方
々
か
ら
ご
助
言
を
賜
っ
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
。
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及
し
て
い
る
。
な
お
、「
芭
蕉
私
見
」
が
掲
載
さ
れ
た
「
コ
ギ
ト
」
に
は
「
芭
蕉
特
輯
」
が

組
ま
れ
て
お
り
、
同
年
５
月
に
は
『
大
芭
蕉
全
集
』（
大
芭
蕉
全
集
刊
行
会
）
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。

（
24
）
芥
川
龍
之
介
「
芭
蕉
雑
記
」（『
梅
・
馬
・
鶯
』（
大
正
15
年
12
月
、
新
潮
社
））

（
25
）「
芥
川
龍
之
介
追
悼
号
」
の
「
文
藝
春
秋
」（
前
掲
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
十
本
の
針
（
遺
稿
）」

の
「
三　

鴉
と
孔
雀
と
」。

（
26
）「
芭
蕉
雑
記
」（
前
掲
）「
四 

詩
人
」
に
て
、「
ゲ
エ
テ
は
詩
作
を
し
て
ゐ
る
時
に
は

D
aem

on

に
憑
か
れ
て
ゐ
る
と
云
つ
た
。
芭
蕉
も
亦
世
捨
人
に
な
る
に
は
余
り
に
詩
魔
の

翻
弄
を
蒙
つ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
？ 

つ
ま
り
芭
蕉
の
中
の
詩
人
は
芭
蕉
の
中

の
世
捨
人
よ
り
も
力
強
か
つ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
？
」
と
芥
川
は
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
詩
魔
の
翻
弄
」
に
対
し
て
、
近
代
人
と
し
て
の
理
性
が
勝
っ
て
し
ま
っ
た
が

ゆ
え
に
、
芥
川
を
「
酔
へ
な
い
芭
蕉
で
あ
つ
た
」
と
彌
太
は
評
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
27
）『
大
芭
蕉
全
集 

第
二
巻 

俳
句
篇
下
』（
前
掲
）
の
「
芭
蕉
句
選
拾
遺
註
釈
」
は
、
同
句
の

前
書
に
「
佐
夜
の
中
山
に
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
西
行
の
「
年
た

け
て
又
越
ゆ
べ
し
と
思
ひ
き
や
命
な
り
け
り
小
夜
の
中
山
」
を
踏
ま
え
、「
命
を
長
ら
へ
た

た
め
又
こ
こ
を
越
え
ら
れ
る
の
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
句
は
今
こ
の
佐
夜
の
中
山
で
足

を
留
め
て
暫
時
風
に
吹
か
れ
る
、
こ
の
小
さ
い
わ
づ
か
の
笠
を
か
ざ
し
て
、
そ
の
下
の
陰

で
凉
む
今
な
ほ
そ
れ
を
心
頼
み
に
し
て
休
む
と
い
ふ
意
で
あ
る
」
と
注
を
付
し
て
い
る
。

（
28
）
寺
田
寅
彦
の
こ
と
を
指
す
。
物
理
学
者
で
あ
っ
た
寅
彦
に
ち
な
ん
で
、
物
理
学
（physics

）

か
ら
「
Ｐ
」
と
し
た
か
。

（
29
）
高
知
県
高
知
市
小
津
町
の
寺
田
寅
彦
邸
跡
（
現
：
寺
田
寅
彦
記
念
館
）
を
指
す
。

（
30
）
寺
田
寅
彦
は
、「
藤
田
太
郎
個
人
展
覧
会
」（
昭
和
10
年
７
月
、
初
出
未
見
、『
寺
田
寅
彦
全

集 

第
十
六
巻
』（
平
成
10
年
３
月
、
岩
波
書
店
））
に
て
、「
藤
田
君
の
絵
は
強
烈
な
色
彩

を
駆
使
し
て
い
な
が
ら
少
し
も
軽
浮
の
相
を
現
わ
さ
な
い
、
む
し
ろ
一
種
重
厚
に
し
て
沈

思
的
な
気
持
を
漂
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。」
と
評
し
て
い
る
。

（
31
）
昭
和
９
年
の
国
画
会
展
第
九
回
展
を
指
す
。
同
展
に
藤
田
太
郎
は
「
秋
庭
」
を
出
品
し
て

い
る
。
そ
れ
を
伝
え
聞
い
て
国
画
会
展
に
出
向
い
た
寅
彦
は
、
藤
田
宛
書
簡
（
昭
和
９
年

５
月
５
日
、『
寺
田
寅
彦
全
集 

第
三
十
巻
』（
平
成
11
年
８
月
、
岩
波
書
店
））
に
て
、「
今

度
貴
下
の
「
秋
庭
」
に
よ
つ
て
始
め
て
紅
葉
時
の
我
家
の
庭
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
実
に

嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。」
と
書
い
て
送
っ
て
い
る
。

（
32
）
吉
村
冬
彦
（
寺
田
寅
彦
）「
庭
の
追
憶
」（「
心
境
」（
昭
和
９
年
６
月
））。

（
33
）「
庭
の
追
憶
」（
前
掲
）
に
は
、「
去
年
の
若
葉
が
今
年
の
若
葉
に
甦
る
や
う
に
一
人
の
人
間

の
過
去
は
そ
の
人
の
追
憶
の
中
に
は
い
つ
迄
も
昔
の
ま
ゝ
に
甦
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
自
分
が
死
ね
ば
自
分
の
過
去
も
死
ぬ
と
同
時
に
全
世
界
の
若
葉
も
紅
葉
も
、
も
う
自

分
に
は
帰
つ
て
来
な
い
。
そ
れ
で
も
ま
だ
暫
く
の
間
は
生
き
残
つ
た
肉
親
の
人
々
の
追
憶

の
中
に
か
す
か
な
残ナ
ハ

像ビ
ル
トの

や
う
に
な
つ
て
明
滅
す
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
あ
る
。
藤
田
太

郎
「
秋
庭
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
旧
邸
の
庭
園
を
追
懐
し
、
生
前
の
妻
や
父
母
等
の
姿

に
思
い
を
馳
せ
た
寅
彦
を
「
精
神
の
幻
像
に
仕
へ
る
芸
術
家
」
と
彌
太
は
評
し
て
い
る
。

（
34
）
寅
彦
の
藤
田
太
郎
宛
書
簡（
昭
和
９
年
６
月
22
日
、『
寺
田
寅
彦
全
集 

第
三
十
巻
』（
前
掲
））

を
確
認
す
る
と
、「「
秋
庭
」
の
絵
を
御
恵
与
下
さ
る
と
の
事
で
、
余
り
難
有
過
ぎ
て
相
済

ま
な
い
や
う
な
気
が
致
し
ま
す
が
折
角
の
御
好
意
を
背
く
の
も
亦
済
ま
な
い
次
第
だ
と
思

ひ
ま
す
の
で
難
有
拝
受
致
し
永
く
鑑
賞
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
」
と
あ
り
、「
秋
庭
」
が
寅

彦
に
贈
呈
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、「
秋
庭
」
は
焼
失
し
た
が
、
同
庭
園
の
春
の

景
観
を
描
い
た
「
春
庭
」
が
寺
田
寅
彦
記
念
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
35
）
小
畠
貞
一
（
明
治
21
年
３
月
26
日
〜
昭
和
17
年
10
月
10
日
）
は
、
室
生
犀
星
の
異
母
兄
の

長
男
で
あ
り
、「
日
本
詩
人
」
等
の
詩
誌
に
投
稿
し
な
が
ら
詩
作
を
続
け
て
い
た
詩
人
。
生

前
刊
行
さ
れ
た
詩
集
に
は
私
家
版
『
初
餐
四
十
四
』（
昭
和
７
年
４
月
）
が
あ
る
。

（
36
）
芥
川
龍
之
介
「「
未
翁
南
甫
句
集
」
の
序
」（『
梅
・
馬
・
鶯
』（
前
掲
））
に
は
、「
し
か
し

昨
十
三
年
の
首
夏
、室
生
君
を
尋
ね
か
た
が
た
始
め
て
金
沢
に
一
週
間
を
送
り
、御
両
氏（
稿

者
注
：『
未
翁
南
甫
句
集
』
の
著
者
で
あ
る
桂
井
健
之
助
、
太
田
敬
太
郎
）
に
も
何
か
と
御

世
話
に
な
つ
た
こ
と
は
わ
た
し
の
一
生
の
追
憶
の
う
ち
で
も
最
も
愉
快
な
も
の
の
一
つ
に

な
つ
て
居
り
ま
す
。
あ
の
時
わ
た
し
は
御
両
氏
の
外
に
も
室
生
君
や
小
畠
貞
一
君
と
何
と

か
言
ふ
お
茶
屋
へ
行
き
「
草
餅
」
や
「
蝸
牛
」
の
句
を
作
り
ま
し
た
。」
と
あ
る
。

（
37
）
小
畠
貞
一
『
初
餐
四
十
四
』（
前
掲
）
は
、「
半
生
」、「
生
活
」、「
専
光
寺
海
辺
」、「
霜
風
」、

「
青
い
龍
」、「
寒
雀
」
の
章
立
で
九
十
篇
の
詩
篇
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
萩
原
朔
太
郎
が

序
を
、
室
生
犀
星
が
跋
を
寄
せ
て
い
る
。
序
に
お
い
て
、「
小
畠
君
の
詩
境
に
は
、
ど
こ
か

茶
道
や
俳
句
の
精
神
と
通
ず
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
れ
は
閑
寂
の
中
に
も
風
雅
を
楽

し
み
、
人
生
の
物
侘
し
さ
を
嘆
つ
や
う
な
、
東
洋
的
静
観
の
或
る
心
境
で
あ
る
。」
と
朔
太

郎
は
評
し
て
い
る
。
な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
同
詩
集
の
奥
付
は
「
昭
和
七
年
四
月

五
日
発
行
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
彌
太
が
「
昭
和
六
年
の
十
二
月
」
と
し
た
の
は
誤
り
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に
は
「
火
を
と
る
蝶
」、「
白
露
」、「
闇
を
よ
ぶ
も
の
」、「
墓
」、「
金す
ず

鈴む

子し

」、「
送
り
火
」

の
六
篇
が
共
に
見
開
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
他
誌
に
も
「
琴
歌
」
は
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

安
部
宙
之
介
が
詩
・
研
究
発
行
所
か
ら
刊
行
し
て
い
た
詩
誌
「
詩
・
研
究
」
第
三
冊
（
奥

付
が
無
い
た
め
、
記
載
内
容
か
ら
昭
和
11
年
刊
行
と
推
定
）
に
も
「
琴
歌
四
種
―
―
感
想

に
か
へ
て
―
―
」
と
し
て
、「
う
す
ぶ
と
ん
」、「
ふ
ゆ
の
月
」、「
火
の
車
」、「
東
野
」
の
四

篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

 　
　
　

ま
た
、
彌
太
没
後
に
『
琴
歌
抄
』（
昭
和
18
年
４
月
、
高
知
官
報
販
売
所
）
を
編
纂
し
た

住
江
明
は
、
同
書
掲
載
の
「
琴
歌
に
つ
い
て
」
に
て
「
彌
太
氏
の
詩
人
と
し
て
の
素
直
さ
が
、

如
実
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
も
、
決
し
て
過
言
で
は
な
い
と
思
ふ
」
と
評
し
て
い
る
。

（
12
）
昭
和
８
年
に
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
レ
コ
ー
ド
部
専
属
の
歌
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
昭
和

９
年
の
「
赤
城
の
子
守
歌
」、「
国
境
の
町
」
に
よ
り
流
行
歌
手
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

（
13
）
羊
士
諤
の
七
言
絶
句
「
郡
中
則
事
」。『
新
釈
漢
文
大
系 

全
唐
詩
』（
昭
和
39
年
４
月
、
明

治
書
院
）
の
通
釈
に
は
、「
蓮
の
花
の
紅
の
衣
は
す
っ
か
り
散
っ
て
、
た
だ
ほ
の
か
な
香
り

が
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
る
。
葉
の
上
の
白
露
は
、
秋
の
明
る
い
光
に
つ
め
た
く
き
ら
め
く
。

越
の
妓
は
、
限
り
な
く
も
の
思
い
が
ふ
か
い
か
ら
、
こ
の
上
、
舞
の
長
そ
で
を
、
欄
干
に

も
た
れ
さ
せ
ぬ
が
よ
い
。
う
ら
ぶ
れ
た
蓮
の
さ
ま
を
な
が
め
て
い
る
と
、
い
っ
そ
う
い
ろ

い
ろ
な
愁
い
を
思
い
出
そ
う
か
ら
。」
と
あ
る
。

（
14
）『
徒
然
草
』
五
十
八
段
。

（
15
）
当
時
、
堀
口
大
學
や
淀
野
隆
三
ら
に
よ
る
翻
訳
が
流
通
し
て
い
た
シ
ャ
ル
ル
＝
ル
イ
・
フ
ィ

リ
ッ
プ
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）「
日
本
詩
壇
」
に
も
参
加
し
、
宮
澤
賢
治
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
た
詩
人
の
小
田
邦
雄

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
後
年
、
小
田
は
『
宮
澤
賢
治
覚
え
書
』（
昭
和
18
年
11
月
、
弘
学

社
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

（
17
）
挿
絵
を
担
当
し
て
い
る
藤
田
太
郎
宅
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
コ
タ
ン
雀
」
の
挿

絵
に
は
、
こ
こ
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
胡
桃
細
工
の
コ
タ
ン
雀
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
18
）
芥
川
龍
之
介
「
東
北
・
北
海
道
・
新
潟
」
は
、「
改
造
」（
昭
和
２
年
８
月
）
に
「
日
本
周
游
」

と
い
う
見
出
し
で
ま
と
め
ら
れ
た
十
四
本
の
旅
行
記
の
う
ち
の
ひ
と
つ
。
宮
坂
覺
編
「
芥

川
龍
之
介
全
集
総
索
引
付
年
譜
」（
平
成
５
年
12
月
、
岩
波
書
店
）
に
拠
れ
ば
、「
改
造
社

の
東
北
・
北
海
道
方
面
の
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
宣
伝
講
演
旅
行
」
と
あ
る
。
引
用
さ

れ
て
い
る
詩
篇
は
「
羽
越
線
の
汽
車
中
―
―
「
改
造
社
の
宣
伝
班
と
別
る
。
…
…
…
」」
に

付
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）「
文
藝
春
秋
」「
芥
川
龍
之
介
追
悼
号
」（
昭
和
２
年
９
月
）
掲
載
の
小
穴
隆
一
「
わ
た
り
が

は
」
を
指
す
。

（
20
）
芥
川
龍
之
介
訳
「
パ
ス
テ
ル
の
龍
」（『
點
心
』（
大
正
11
年
５
月
、
金
星
堂
））
所
収
の
「
月

光
―
―Judith Gautier

―
―
」
と
「
陶
器
の
亭
―
―
同
上
―
―
」
を
指
す
。「
隨
筆 

楚
歌

春
秋
」
で
は
「
日
光
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
月
光
」
の
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
。

（
21
）「
隨
筆 

楚
歌
春
秋
」
と
同
年
に
上
梓
さ
れ
た
室
生
犀
星
『
慈
眼
山
隨
筆
』（
昭
和
10
年
２
月
、

竹
村
書
房
）
所
収
の
「
芥
川
龍
之
介
と
詩
」
に
は
、「
山
吹
」
の
詩
篇
に
関
す
る
芥
川
と
の

思
い
出
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
僕
は
こ
の
詩
の
旅
マ

マ

び
と
い
ふ
言
葉
や
、
山
吹
の
枝
を
笠
に

さ
す
心
持
が
永
い
間
頭
に
の
こ
つ
て
、
ふ
と
口
ず
さ
ん
で
見
て
哀
し
み
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
つ
た
。
詩
と
し
て
も
非
常
に
う
ま
い
。
芥
川
君
の
生
涯
に
二
つ
と
な
い
秀
れ
た
作
で
あ

ら
う
。」
と
い
う
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
22
）『
大
芭
蕉
全
集 

第
二
巻 

俳
句
篇
下
』（
昭
和
10
年
７
月
、
大
芭
蕉
全
集
刊
行
会
）
の
「
芭

蕉
句
選
拾
遺
註
釈
」
は
、「
こ
の
山
吹
に
昔
太
田
道
灌
が
狩
倉
の
途
中
、
雨
に
会
つ
て
、
あ

る
民
家
へ
立
寄
つ
て
雨
具
を
得
ん
と
し
た
時
、
少
女
が
無
言
で
、
山
吹
の
枝
を
差
出
し
た
。

そ
れ
は
和
歌
に
こ
と
寄
せ
て
、
雨
具
の
無
い
と
い
ふ
断
り
で
あ
つ
た
と
い
ひ
伝
へ
ら
れ
て

ゐ
る
。
そ
れ
に
思
ひ
寄
せ
て
、
少
女
は
雨
具
の
代
り
に
山
吹
を
出
し
た
。
そ
れ
は
蓑
が
無

い
と
の
意
味
で
あ
つ
た
が
、
こ
ゝ
で
は
そ
れ
を
転
じ
て
笠
と
し
て
、
山
吹
の
花
の
枝
、
そ

れ
は
笠
に
さ
ゝ
れ
る
枝
の
形
と
洒
落
て
い
つ
た
の
で
あ
ら
う
」
と
注
を
付
し
て
い
る
。

（
23
）「
隨
筆 

楚
歌
春
秋
」
と
同
年
に
掲
載
さ
れ
た
萩
原
朔
太
郎
「
芭
蕉
私
見
」（「
コ
ギ
ト
」（
昭

和
10
年
11
月
））
は
、「
山
吹
や
」
の
句
を
「
芥
川
君
の
愛
誦
し
て
居
た
句
で
あ
り
、
同
君

の
詩
の
一
行
に
も
歌
は
れ
て
居
る
」
と
紹
介
し
、「
仄
か
に
漂
泊
と
し
た
旅
愁
の
あ
は
れ
さ

を
感
じ
さ
せ
る
佳
句
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
新
古
今
の
幽
玄
体
か
ら
学
」
ん
だ
「
真

の
本
質
的
の
リ
リ
ツ
ク
を
持
つ
」、「
一
層
純
一
な
抒
情
詩
人
」
と
芭
蕉
を
評
価
し
、
洋
の

東
西
は
問
わ
ず
「
抒
情
詩
の
尽
き
る
テ
ー
マ
は
同
じ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ー
チ
ェ
と

同
じ
く
「
魂
の
家
郷
」
を
持
た
な
い
「
永
遠
の
漂
泊
者
」
と
し
て
芭
蕉
を
位
置
付
け
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
宮
崎
真
素
美
「
萩
原
朔
太
郎
「
漂
泊
者
の
歌
」
と
〈
久
遠
〉
―
―
〈
母
〉

か
ら
〈
幻
影
の
人
〉
へ
―
―
」（「
国
語
と
国
文
学
」（
令
和
２
年
10
月
））
は
、「「
家
郷
」

を
め
ぐ
る
時
空
間
を
構
成
的
に
配
置
し
て
い
る
」「「
漂
泊
者
の
歌
」
の
〈
漂
泊
者
〉〈
汝
〉

に
は
、
ニ
イ
チ
ェ
ば
か
り
か
芭
蕉
の
相
貌
ま
で
も
投
影
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
」
と
言

（9）
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【
注
】

（
１
）
明
治
32
年
１
月
23
日
生
、
昭
和
17
年
12
月
２
日
没
。
高
知
市
立
商
業
高
等
学
校
を
卒
業
後

（
大
正
７
年
）、
神
戸
の
貿
易
会
社
鈴
木
商
店
に
就
職
し
、
高
知
に
駐
屯
し
て
い
た
歩
兵
第

四
十
四
連
隊
に
一
年
志
願
兵
と
し
て
入
営
し
、
満
期
除
隊
後
は
鈴
木
商
店
を
辞
し
た
。
帰

郷
後
、
川
北
電
気
企
業
株
式
会
社
高
知
出
張
所
（
大
正
10
年
）
に
務
め
、
尋
常
高
等
小
学

校
の
教
員
（
大
正
12
年
〜
）
を
務
め
な
が
ら
本
格
的
な
詩
作
活
動
を
開
始
し
た
。
同
郷
の

詩
人
池
上
治
水
ら
と
詩
誌
「
ゴ
ル
ゴ
ダ
」（
大
正
12
年
）
を
創
刊
し
、「
麗
詩
仙
」（
大
正
15

年
）
や
「
青
騎
兵
」（
昭
和
３
年
）
等
の
同
人
誌
で
詩
作
を
続
け
る
。「
日
本
詩
人
」（
大
正

13
年
６
月
）「
新
詩
人
号
」
に
は
、
正
木
彌
太
の
名
で
「
最
後
の
蒼
穹
」
が
掲
載
さ
れ
、
昭

和
５
年
よ
り
詩
誌
「
詩
神
」
に
も
投
稿
し
て
い
る
。
昭
和
８
年
４
月
の
「
日
本
詩
壇
」
創

刊
後
は
、同
誌
を
中
心
に
詩
人
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
た
。彌
太
の
年
譜
に
関
し
て
は
、『
岡

本
彌
太
詩
集 

―
―
山
河
篇
―
―
』（
平
成
10
年
１
月
、泰
樹
社
）所
収
の「
岡
本
彌
太
年
譜
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
鈴
木
健
司
「
詩
集
『
春
と
修
羅
』
の
同
時
代
的
受
容 
土
佐
の
詩
人
・
岡
本
弥
太
の
宮
沢
賢

治
理
解
」（『
宮
沢
賢
治
と
い
う
現
象
―
―
読
み
と
受
容
へ
の
試
論
』（
平
成
14
年
５
月
、
蒼

丘
書
林
））
に
詳
し
い
。
な
お
、
稿
者
が
岡
本
彌
太
遺
族
か
ら
確
認
し
た
彌
太
旧
蔵
の
「
住

所
録
」
に
は
、
草
野
心
平
や
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
ォ
」
を
編
集
発
行
し
て
い
た
菊
地
暁
輝
の

名
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、「
日
本
詩
壇
」（
昭
和
９
年
３
月
）に
お
い
て
も
、「
た

と
へ
ば
故
宮
澤
賢
治
な
ど
の
持
つ
た
位
置
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
か
と
省
察
し

て
み
る
位
の
豊
か
な
内
省
が
今
欲
し
く
あ
り
ま
す
。宗
教
と
か
哲
学
と
か
の
問
題
に
な
る
と
、

ま
る
き
り
見
知
ら
な
い
詩
人
と
い
ふ
も
の
が
あ
つ
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
―
―
。」（「
明
日

の
詩
歌
」）
と
彌
太
は
語
っ
て
い
る
。

（
３
）
岡
山
県
の
詩
人
間
野
捷
魯
は
、
彌
太
が
詩
集
『
瀧
』（
昭
和
７
年
10
月
、
詩
原
始
社
）
を
出

版
し
た
際
に
版
元
と
な
っ
た
詩
原
始
社
と
い
う
リ
ト
ル
・
プ
レ
ス
を
主
宰
し
て
お
り
、
公

私
共
に
付
き
合
い
が
深
か
っ
た
。

（
４
）「
楚
歌
春
秋
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
彌
太
は
二
度
連
載
を
持
っ
て
い
る
。
一
度
目
は
今
回
対

象
と
し
た
「
高
知
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た
「
随
想 

楚
歌
春
秋
」、
二
度
目
は
詩
誌
「
詩
道
」

（
昭
和
12
年
３
月
、同
年
７
月
）に
掲
載
さ
れ
た「
楚
歌
春
秋 

―
―
わ
が
詩
生
活
の
譜
―
―
」

で
あ
る
。
後
者
は
自
伝
的
性
格
が
強
く
、
詩
作
と
の
出
会
い
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
詩

的
履
歴
を
記
し
て
い
る
。

（
５
）
藤
田
太
郎
は
、
彌
太
と
同
郷
の
画
家
で
あ
り
、
昭
和
10
年
の
国
画
会
展
第
一
〇
回
展
に
「
ホ

ウ
ボ
ウ
」
を
出
品
し
、
入
選
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
国
画
会
会
員
と
な
る
。
ま
た
、
彌
太

の
第
一
詩
集
『
瀧
』
の
装
丁
や
高
知
県
出
身
の
小
説
家
大
原
富
枝
の
『
祝
出
征
』（
昭
和
18

年
７
月
、
新
民
書
房
）
の
装
丁
等
も
手
掛
け
た
。
富
枝
は
、「
四
国
山
脈
の
秋
」（『
息
に
わ

が
す
る
』（
平
成
２
年
７
月
、
朝
日
新
聞
社
）、
初
出
「
旅
と
宿
」（
昭
和
49
年
10
月
））
に
て
、

「
秋
山
を
好
ん
で
描
い
た
私
の
初
め
て
の
本
の
装
幀
を
し
て
く
れ
た
絵
描
き
さ
ん
も
、
も

う
ず
っ
と
前
に
亡
く
な
っ
た
。」
と
藤
田
の
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。

（
６
）
平
成
11
年
12
月
18
日
か
ら
平
成
12
年
２
月
13
日
の
期
間
で
高
知
県
立
文
学
館
に
て
開
催
さ

れ
た
「
岡
本
弥
太
生
誕
百
年
記
念
展 

―
―
新
世
紀
の
詩
人
た
ち
へ
―
―
」
図
録
（
平
成
11

年
12
月
、
高
知
県
立
文
学
館
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
国
立
国
会
図
書
館
を
は
じ
め
、
高
知
県
立
文
学
館
、
高
知
県
立
図
書
館
、
高
知
市
民
図
書
館
、

高
知
新
聞
社
等
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
昭
和
20
年
７
月
４
日
の
高
知
市
大
空

襲
に
よ
っ
て
高
知
新
聞
社
の
「
社
屋
で
焼
け
残
っ
た
の
は
倉
庫
だ
け
で
あ
っ
た
」（『
高
知

新
聞
一
〇
〇
年
史
』
平
成
16
年
12
月
、
高
知
新
聞
社
）
と
い
う
状
態
と
な
っ
た
た
め
、
当

時
の
紙
面
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

（
８
）「「
被
征
服
者
」
／
「
被
征
服
民
族
」
た
ち
の
声
―
―
岡
本
彌
太
・
未
刊
詩
集
『
山
河
』
の

可
能
性
」（「
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
」
令
和
５
年
３
月
）
に
て
問
題
と
し
た
。

（
９
）
注
（
８
）
に
同
じ
。

（
10
）
安
政
年
間
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
作
詞
・
作
曲
者
未
詳
の
端
唄
、
歌
沢
、
小
唄
の
「
秋

の
夜
」
の
詞
。
恋
し
い
人
を
待
つ
女
性
の
心
情
を
秋
の
美
し
い
月
に
寄
せ
た
内
容
。

（
11
）
岡
本
彌
太
「
わ
が
琴
歌
」（「
日
本
詩
壇
」
昭
和
11
年
10
月
）
に
拠
れ
ば
、「
自
分
の
詩
に
、

二
つ
の
鏡
を
持
つ
」
と
し
て
、
自
ら
の
「
表
だ
つ
た
詩
」
と
は
異
な
る
「
二
面
の
鏡
の
影

の
方
に
あ
た
つ
た
自
分
の
幽
か
な
姿
」
を
表
す
も
の
が
「
琴
歌
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
隠
微

な
と
こ
ろ
に
月
光
を
帯
び
て
不
動
に
た
ゝ
へ
て
ゐ
る
心
の
郷
愁
」
を
「
う
た
」
と
し
て
歌
っ

た
も
の
が
「
琴
歌
」
で
あ
り
、「
自
分
の
詩
と
い
ふ
も
の
で
自
分
の
口
吟
み
思
ひ
を
和
げ
る

の
は
、
こ
の
種
の
古
め
か
し
い
う
た
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
。

 　
　
　

な
お
、「
日
本
詩
壇
」（
昭
和
10
年
11
月
）
に
は
、「
琴
歌
四
種
」
と
題
し
て
、「
秋
夕
夢
」、

「
青
鴨
」、「
に
は
か
法
師
」、「
淡
暮
」が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。同
誌
に
は
他
に
も
彌
太
の「
琴

歌
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
琴
歌
抄
」（
昭
和
11
年
10
月
）
に
は
「
桔
梗
」、「
清
怨
」、「
朝

か
が
み
」、「
晩
鴨
」、「
雪
に
寄
す
」、「
千
鳥
」
の
六
篇
、「
琴
歌
抄
」（
昭
和
16
年
12
月
）

（8）
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ら
面
白
い
。
よ
ほ
ど
幼
馴
染
の
仲な
か

で
あ
ら
ふ
。
萩は
ぎ

原
朔
太
郎
は
「
小
畠
君
の
如
き
は
當と
う

代だ
い

の
高
士し

で
あ
り
何
よ
り
も
そ
の
生
活く
わ
つと

心
境け
う

の
超て
う

越え
つ

に
畏
敬け
い

を
感
じ
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
」
と
書
い
て
ゐ
る
。

僕ぼ
く

は
こ
れ
を
書
き
乍
ら
自
ら
へ
も
あ
る
方
面め
ん

か
ら
の
高
士し

禍
の
あ
つ
た
こ
と
に
ひ
ど
い
恐け
う

縮し
ゆ
くを
感か
ん

じ
乍
ら
、
小
畠
さ
ん
も
高
士し

と
い
は
れ
て
格か
く

別べ
つ

う
れ
し
く
は
な
い
だ
ら
ふ
と
思
つ
た
。
兎と

角か
く

い
つ

か
山
中
温お
ん

泉せ
ん

か
ら
か
の
繪ゑ

葉
書
便
り
を
み
る
と
、
悠ゆ
う

々
自
適て
き

の
生
活
に
あ
る
ら
し
い
の
で
羨う
ら
やま
し

い
。
句く

も
玄
人
で
あ
る
。
次
は
そ
の
詩し

中
の
一
詩
で
あ
る
。

　
　
　

―
初
秋
―

　

襖
ふ
す
ま

障し
や
う

子

　

し
ろ
じ
ろ
と
張は

り
か
へ

　

た
た
み
の
波な
み

も
ま
靑
に

　

こ
こ
ろ
あ
ら
た
に

　

初
秋
は
き
つ
れ
ど

　

妻つ
ま

の
み
古
く
住す

み
の
こ
り
―
―
。

（
十
四
）「
澤
田
正
二
郎
の
追
憶
」　

掲
載
：
昭
和
10
年
10
〜
11
月
（
推
定
）

【
本
文
】

　

三
十
八
歳さ
い

の
若わ
か

さ
で
亡
く
な
つ
た
人
と
し
て
は
近
代だ
い

で
は
澤さ
は

田
正
二
郎
程ほ
ど

、
對た
い

世
間
的て
き

な
魅
惑わ
く

を
與あ
た

へ
た
人
も
寡
か
ら
ふ
と
思お
も

ふ
。
舞
臺た
い

演え
ん

出
と
い
ふ
も
の
が
過く
わ

渡と

期
日
本
の
大
衆し
う

層そ
う

を
對
手
と

し
て
興こ
う

行
さ
れ
て
あ
る
も
の
で
あ
る
限か
ぎ

り
、
月
形か
た

半は
ん

平
太
、
國
定
忠ち
う

治ぢ

と
か
大
菩ぼ

薩さ
つ

峠
と
か
云
ふ

も
の
以
外
に
こ
の
人
の
眞し
ん

價か

は
余あ
ま

り
解か
い

さ
れ
て
ゐ
な
い
様
で
あ
る
が
、
演や

れ
ば
ど
の
様
な
新
ら
し

い
も
の
で
も
演や

れ
る
才
能の
う

と
力
と
を
持
つ
て
ゐ
た
の
が
澤さ
は

田
と
い
ふ
俳は
い

優ゆ
う

で
あ
つ
た
と
思お
も

ふ
。
そ

の
一
つ
と
し
て
成
功こ
う

し
た
も
の
に
大
衆し
う

向
き
で
は
あ
る
が
シ
ラ
ノ
ベ
ル
ジ
ユ
ラ
ツ
ク
の
翻
案あ
ん

白
野

辨
十
郎
が
あ
る
。

　

新
作
脚き
や
く

本
の
上
演え
ん

は
殆
ど
こ
の
人
の
新
國
劇げ
き

を
通
じ
て
の
み
そ
の
脚
き
や
く

光
を
浴あ

び
る
可
能の
う

性せ
い

が
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
菊き
く

池
寛
氏
は
澤さ
は

田
の
藝
の
主し
ゆ

調
は
感セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ロ
イ
ズ
ム

傷
的
英
雄
主
義
で
あ
つ
た
、
と
そ
の
死し

の

當と
う

時
書
い
て
ゐ
る
が
、
須
磨ま

子
の
藝
術じ
ゆ
つ

座ざ

に
ゐ
た
時
の
藝
術じ
ゆ
つ

至し

上
の
氣
魄
が
、
／
／
大
衆し
う

的て
き

な
も

の
を
上
演え
ん

す
る
際さ
い

自お
の
づか

ら
一
つ
の
英え
い

雄ゆ
う

主し
ゆ

義ぎ

的て
き

な
好
み
を
選え
ら

ば
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思お
も

ふ
。

　

大
正
七
八
年
頃こ
ろ

、
澤さ
は

田
が
東
京
明め
い

治ち

座ざ

興こ
う

行
な
ど
の
失し
つ

敗ぱ
い

か
ら
關
西
で
惡
戰
苦く

闘と
う

し
て
ゐ
る
際さ
い

、

私わ
た
しは
再さ
い

三
彼か
れ

の
眞し
ん

摯
な
藝
に
接せ
つ

し
た
。
歐お
う

洲し
う

戰
後
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ツ
シ
ユ
に
醉
つ
た
人
波な
み

の
中
で

彼か
れ

の
演え
ん

出
す
る
國
定
忠ち
う

次
と
か
月
形か
た

半は
ん

平
太
と
か
の
英え
い

雄ゆ
う

趣し
ゆ

味み

は
忽た
ち
まち
人
氣
に
投
じ
て
殊こ
と

に
神
戸べ

の
中
央お
う

劇
塲
な
ど
で
は
月
越
し
で
う
ち
續つ
づ

け
た
こ
と
を
記き

憶
し
て
ゐ
る
。「
大
統と
う

領れ
う

」
な
ど
の
大

向む
か

ふ
の
懸
聲こ
ゑ

は
こ
の
時
生
れ
た
。

　

そ
の
間
に
も
澤さ
は

田
と
い
ふ
人
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
罪つ
み

と
罰ば
つ

」
の
上
演
え
ん

を
忘わ
す

れ
ぬ
人
で
、

彼か
れ

の
ラ
ス
コ
リ
ニ
コ
フ
が
老ろ
う

婆ば

殺こ
ろ

し
の
後
の
大
袈け

裟
且か
つ

深し
ん

刻こ
く

な
自
責せ
き

の
身
震
ひ
や
表へ
う

情ぜ
う

や
、
彼か
れ

の

よ
き
對
役
故こ

人
中
井
哲て
つ

の
裁さ
い

判ば
ん

官く
わ
んの
名
科
白
が
今
も
み
る
や
う
で
あ
る
。
然し
か

し
神
戸べ

で
は
今
だ
こ

の
人
の
新
劇げ
き

な
ど
に
は
理り

解か
い

が
な
く
て
殺さ
つ

陣じ
ん

物
が
狂け
う

喜き

し
て
迎む
か

へ
／
／
ら
れ
た
。
一
つ
は
さ
う
し

た
時
代だ
い

の
中
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傾け
い

向こ
う

を
見
て
と
つ
た
澤さ
は

田
の
上
演え
ん

脚き
や
く

目
は
月
形か
た

半は
ん

平
太

に
な
り
國
定
忠ち
う

治ぢ

に
な
つ
た
の
で
あ
の
堂
々
た
る
體た
い

格か
く

、
容よ
う

貌ぼ
う

と
極
り
の
つ
く
科
白
は
忽た
ち
まち
民み
ん

衆し
う

に
澤
田
と
い
ふ
英え
い

雄ゆ
う

を
こ
さ
へ
て
仕し

舞ま

つ
た
。
當と
う

人
は
幾い
く

分
苦に
が

々
し
い
こ
と
で
も
あ
つ
た
で
あ
ら

ふ
か
。

　

澤さ
は

田
は
柔じ
う

劍け
ん

道ど
う

何
段だ
ん

だ
と
か
稽け
い

古
つ
け
の
時
も
負ふ

傷せ
う

の
續ぞ
く

出
だ
と
か
芝し
ば

居
や
ら
眞し
ん

劍け
ん

試し

合
や
ら

判わ
か

ら
ぬ
噂
も
愛あ
い

嬌
だ
つ
た
。
尤も
つ
とも
あ
る
殺さ
つ

陣じ
ん

で
二
三
子
が
指ゆ
び

を
繃
帶た
い

し
て
ゐ
る
の
は
聊い
さ
さか
滑
く
わ
つ

稽け
い

で

あ
つ
た
。
澤さ
は

田
と
言
ふ
人
は
そ
れ
ほ
ど
剛ご
う

氣
な
と
こ
ろ
も
あ
つ
て
座ざ

員い
ん

な
ど
澤さ
は

田
先
生
と
呼よ

ん
で

ゐ
る
の
で
も
知
ら
れ
た
。
然し
か

し
澤さ
は

田
と
云
ふ
人
間
は
こ
ん
な
殺さ
つ

陣じ
ん

の
時
で
も
不ふ

思し

議ぎ

な
劇げ
き

以
上
の

持
味あ
ぢ

を
も
つ
て
迫せ
ま

つ
て
來
る
も
の
が
あ
つ
た
。「
坂
本
龍
馬
を
帝て
い

劇げ
き

で
み
て
ゐ
る
う
ち
に
不ふ

思し

議ぎ

な
力
が
彼か
れ

の
體
か
ら
發
散さ
ん

し
て
ゐ
る
の
に
氣
が
つ
い
た
。
そ
れ
は
う
ま
い
と
か
、
巧
み
だ
と
か
云

ふ
や
う
な
演え
ん

技ぎ

の
味あ
ぢ

で
は
な
い
。
妖
氣
と
で
／
／
も
い
ふ
の
か
、
神
氣
と
で
も
い
ふ
の
か
、
一
種し
ゆ

侵
す
こ
と
の
出
來
な
い
空く
う

氣
が
彼
の
周し
う

圍い

を
ぐ
る
〳
〵
と
取と
り

卷
い
て
ゐ
た
。」
と
山
本
有
三
氏
も

書
い
て
ゐ
る
が
、
さ
う
し
た
劇げ
き

以
上
の
、
風
格か
く

、
型
破や
ぶ

り
の
神
韻
を
發
散さ
ん

し
て
ゐ
る
の
が
澤さ
は

田
で

こ
れ
が
彼か
れ

一
人
の
力
で
當と
う

時
の
歌か

舞
伎
劇げ
き

を
も
壓
倒と
う

す
る
人
氣
を
捉と
ら

へ
た
原
因い
ん

で
あ
ら
ふ
。

　

惡
く
言
へ
ば
感か
ん

傷せ
う

的て
き

英え
い

雄ゆ
う

主し
ゆ

義ぎ

だ
が
、
あ
る
種し
ゆ

の
大
き
い
人
間
と
い
ふ
も
の
は
尻
尾
も
幾い
く

つ
か

ぶ
ら
下
つ
て
ゐ
る
の
で
早
急
に
正
體た
い

は
判わ
か

ら
ぬ
と
思お
も

ふ
。
自
分
の
様
な
人
間
に
も
澤さ
は

田
に
は
愛あ
い

好こ
う

を
感か
ん

じ
た
か
ら
不ふ

思し

議ぎ

で
あ
る
。

　

神
戸べ

の
外
國
畵ぐ
わ

専せ
ん

問マ
マ

の
映え
い

畵ぐ
わ

館く
わ
んの
晝ひ
る

の
二
階か
い

席せ
き

で
こ
の
人
が
小
さ
い
子
供と
も

を
連つ

れ
て
見
物
に
き

て
ゐ
る
の
に
偶ぐ
う

然ぜ
ん

隣
り
合
せ
て
ひ
ど
く
舞ぶ

台
外
の
澤さ
わ

田
と
い
ふ
人
に
親し
た
しみ

を
感か
ん

じ
た
こ
と
を
思お
も

ひ

出
し
て
書
く
氣
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
當と
う

時
銀ぎ
ん

幕ま
く

で
は
ま
だ
メ
リ
イ
・
ピ
ツ
ク
ホ
ー
ド
と
い
ふ
女

優ゆ
う

の
人
氣
の
あ
つ
た
時
で
あ
つ
た
。
澤さ
は

田
と
い
ふ
人
は
緣
な
し
の
近
眼が
ん

鏡
を
か
け
て
ひ
ど
く
大
き

な
立
派ぱ

な
顏か
ほ

を
し
て
ゐ
た
。
隨ず
い

分
と
昔
の
こ
と
で
あ
る
。

　

澤さ
は

田
正
二
郎
の
父
は
土
佐
藩は
ん

士し

の
出
で
あ
つ
た
こ
と
も
そ
の
藝
風
と
何
か
關
係け
い

の
あ
る
や
う
で

面お
も

白
い
。

（
注
38
）

（
注
39
）

（
注
40
）

（
注
41
）

（
注
42
）

（
注
43
）

（
注
44
）

（
注
45
）

（7）
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（
七
）「
幻
の
庭
園
」　

掲
載
：
昭
和
10
年
10
〜
11
月
（
推
定
）

【
本
文
】

　

友
藤ふ
ぢ

田
太
郎
が
仕し

上
げ
に
か
ゝ
つ
て
ゐ
た
の
は
五
十
號ご
う

位く
ら
ゐの
大
き
な
も
の
で
Ｐ
老ろ
う

理り

學
博は
く

士し

の

舊き
う

家
に
あ
た
る
鬱
蒼
と
紅
葉
や
松
や
の
樹じ
ゆ

林
の
立
ち
籠
め
た
秋
の
庭て
い

園え
ん

風
景
で
あ
つ
た
。
博は
く

士し

は

隨ず
い

筆ひ
つ

家
と
し
て
も
一
代だ
い

に
聞
え
て
ゐ
る
人
な
の
で
こ
の
人
の
隨ず
い

筆ひ
つ

を
愛あ
い

し
て
ゐ
る
僕ぼ
く

は
藤ふ
ぢ

田
の
眩

し
い
様
な
例れ
い

の
見
慣
れ
た
獨ど
く

自
な
色
彩
さ
い

の
中
に
浮う

い
て
ゐ
る
泉せ
ん

石
樹じ
ゆ

林
の
布ふ

置ち

に
ひ
ど
く
興け
う

味み

を

覺お
ぼ

え
た
。
そ
れ
に
こ
の
舊き
う

宅た
く

に
は
曾か
つ

て
僕ぼ
く

の
教
を
受う

け
た
某ぼ
う

外
人
が
住す

ん
で
ゐ
た
こ
と
も
あ
り
×

×
×
館く
わ
んと
言
ふ
外
人
の
姓せ
い

名
を
冠く
わ
んし
た
名
も
あ
る
位く
ら
ゐで
あ
の
慍お
ん

厚こ
う

な
牧ぼ
く

師し

の
様
な
背
の
高
い
鷲
鼻

の
教け
う

授じ
ゆ

が
私し

宅た
く

で
は
か
な
り
名
を
博は
く

し
た
そ
れ
者し
や

だ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
も
初
耳
で
あ
つ
た
。
こ
の

繪ゑ

を
み
な
が
ら
自
分
は
死し

ん
だ
好こ
う

人
物
の
語ご

學
教け
う

授じ
ゆ

の
あ
の
鼻は
な

聲こ
ゑ

や
つ
つ
か
い
棒ぼ
う

を
し
た
古
い
學

校
の
二
階か
い

の
教け
う

室し
つ

を
想
ひ
出
し
た
。
か
う
い
ふ
狭
い
市
で
は
行
き
合
ふ
も
の
が
皆
因い
ん

果く
わ

律り
つ

の
鉢は
ち

合

せ
な
の
だ
。
／
／

　

藤ふ
ぢ

田
の
入
念ね
ん

な
仕し

事
の
結け
つ

果く
わ

は
惡
か
ら
う
道ど
う

理り

は
な
く
×
×
展
て
ん

で
も
呼よ
び

物
の
一
つ
と
し
て
迎む
か

へ

ら
れ
て
ゐ
る
と
聽き

い
て
僕
は
瀕ひ
ん

死し

の
病
氣
か
ら
漸や
う
やく
恢
復ふ
く

し
て
繪ゑ

に
や
う
や
く
油あ
ぶ
らの
乗の

つ
た
彼か
れ

の

た
め
に
も
Ｐ
老ろ
う

博は
く

士し

の
古
い
庭て
い

園え
ん

の
た
め
に
も
獨ひ
と

り
欣
ん
で
ゐ
た
。
そ
の
後
幾い
く

月
か
經
つ
て
町
の

書
店
で
、
あ
る
隨ず
い

筆ひ
つ

の
雜ざ
つ

誌し

を
捲め
く

つ
て
ゐ
る
と
、
庭て
い

園え
ん

の
憶
出
と
か
い
ふ
題
の
博は
く

士し

の
文
章せ
う

に
ゆ

き
あ
た
つ
て
奇き

異い

を
感か
ん

じ
た
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
藤ふ
ぢ

田
の
描
い
た
油
あ
ぶ
ら

繪ゑ

の
故
園
の
苑
に
つ
い
て
で
あ

り
見
慣
れ
た
彼か
れ

の
そ
の
繪ゑ

が
薄う
す

ぼ
ん
や
り
し
た
寫し
や

眞し
ん

版
に
な
つ
て
文
章
の
な
か
に
泛
い
て
ゐ
た
。

　

博は
く

士し

の
文
章
は
平
常
に
似
ず
咏
嘆た
ん

的て
き

な
調て
う

子
で
×
×
展て
ん

の
一
隅ぐ
う

で
出
會
つ
た
藤ふ
ぢ

田
と
い
ふ
未み

知

の
故こ

郷け
う

の
若わ
か

い
畵ぐ
わ

家
の
手
に
な
つ
た
幻
の
庭て
い

園え
ん

の
追つ
い

懐く
わ
いを
細
々
と
書
い
て
あ
つ
た
―マ
マ

何
十
年
と
離は
な

れ
て
ゐ
る
庭
で
自
分
の
記き

憶お
く

し
て
ゐ
る
も
の
と
調て
う

子
も
色
も
異
つ
て
は
ゐ
る
が
そ
の
畵ぐ
わ

面め
ん

に
布ふ

置ち

さ
れ
て
あ
る
事
物
は
明あ
き
らか
に
皆
自
分
の
庭
の
も
の
で
そ
こ
の
石
燈と
う

籠
の
そ
ば
の
紅
葉
の
樹
あ
た
り

を
亡
い
母
上
が
よ
く
好
ま
れ
て
歩あ
る

い
た
と
か
／
／
あ
の
泉せ
ん

石
に
は
よ
く
石
龜か
め

が
あ
が
つ
て
甲こ
う

羅ら

を

乾
し
て
ゐ
た
も
の
だ
と
か
、
確
か
な
こ
と
は
忘わ
す

れ
た
が
日
頃こ
ろ

の
あ
の
Ｘ
エ
ツ
キ
ス

線せ
ん

の
や
う
に
透
き
と
ほ
つ

た
博は
く

士し

の
文
章せ
う

と
は
亦
違ち
が

つ
た
穏
や
か
な
寂
し
い
文
章せ
う

だ
つ
た
。
藤ふ
ぢ

田
の
あ
の
豊ほ
う

麗れ
い

な
繪ゑ

が
薄う
す

ぼ

ん
や
り
と
文
中
に
挿
ま
れ
て
あ
る
の
も
か
へ
つ
て
好
ま
し
か
つ
た
。
僕
は
×
×
展
の
人
混ご
み

の
な
か

で
前
屈
み
に
彼か
れ

の
繪ゑ

に
見
入
つ
て
ゐ
る
老ろ
う

理り

學
博は
く

士し

の
鶴
の
や
う
に
寂さ
び

し
い
淸
軀
を
想
ひ
、
そ
の

時
の
感
懐く
わ
いを
考か
ん
がへ
て
み
た
。

　

故こ

園え
ん

の
泉
石
樹
々
に
か
う
い
ふ
と
こ
ろ
で
ぶ
つ
か
ゝ
り
そ
の
幻
を
偲し
の

ん
だ
博は
く

士し

は
現げ
ん

實じ
つ

の
故こ

苑え
ん

を
訪
う
た
よ
り
も
も
つ
と
幸こ
う

福ふ
く

で
あ
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
。
何
故
な
ら
博は
く

士し

は
物
理り

學
者
で
あ
る

よ
り
も
精せ
い

神
の
幻
像
に
仕
へ
る
藝
術じ
ゆ
つ

家
で
あ
る
か
ら
―
―
そ
れ
に
、
藤ふ
ぢ

田
の
、
秋
の
庭て
い

園え
ん

の
圖づ

の

雄ゆ
う

麗れ
い

は
た
し
か
に
博は
く

士し

の
老ろ
う

眼が
ん

を
拭
ふ
に
足
り
、
不ふ

動
の
幻
の
庭に
は

の
光
彩さ
い

を
永な
が

く
放は
な

つ
も
の
だ
。

　

そ
の
繪ゑ

は
い
ま
東
京
の
博は
く

士し

の
家
に
か
ざ
ら
れ
て
追つ
い

憶
の
時
間
を
静し
づ

か
に
淨
め
て
ゐ
る
は
ず
だ
。

（
十
一
）「
詩
人
小
畠
貞
一
」　

掲
載
：
昭
和
10
年
10
〜
11
月
（
推
定
）

【
本
文
】

　

詩し

人
小
畠は
た

貞
一
氏
は
金
澤さ
は

市
に
住
ん
で
ゐ
る
。
文
人
室む
ろ

生
犀
星せ
い

の
令れ
い

甥
で
あ
る
が
、
犀
星せ
い

よ
り

も
一
つ
年
上
で
あ
る
。
自
分
は
昔
か
ら
金
澤さ
は

を
敢あ
へ

て
出
で
な
い
此
人
の
持
つ
獨ど
く

特と
く

な
俳は
い

趣し
ゆ

を
帶お

び

た
詩
の
風
格か
く

や
其
超て
う

然ぜ
ん

と
し
た
人
間
味み

に
ひ
か
さ
れ
て
若
干か
ん

の
お
交つ
き

際あ
ひ

を
願ね
が

つ
て
ゐ
る
。
あ
へ
て

云
ふ
な
ら
犀
星せ
い

よ
り
も
此
人
が
人
間
と
し
て
好
き
で
あ
る
。
如
何
に
も
土
地ち

の
郵ゆ
う

便
局き
よ
くに

勤つ
と

め
ら

れ
て
ゐ
る
と
聽き

い
て
ゐ
る
。
課く
わ

長
か
何
か
だ
。

　

芥
川
龍り
う

之
介
の
書
い
た
も
の
な
ど
み
る
と
、
金
澤さ
は

に
鍔つ
ば

甚じ
ん

と
い
ふ
の
が
あ
つ
て
芥
川
や
犀
星せ
い

な

ど
と
よ
く
飲の

み
に
い
つ
た
こ
と
が
あ
る
と
か
―マ
マ

震し
ん

災さ
い

後
の
こ
と
で
あ
ら
ふ
。
小
畠は
た

さ
ん
は
詩し

作
何

十
年
の
間
に
一
冊さ
つ

の
詩し

集し
う

も
出
さ
ず
、
昭せ
う

和わ

六
年
の
十
二
月
に
初
め
て
「
初
餐さ
ん

四
十
四
」
と
い
ふ

縷
玉
の
や
う
な
詩し

集し
う

を
出
し
て
ゐ
る
。

　
「
ざ
あ
れ
、
世よ

の
人
々
、
米
鹽
譽
達た
つ

を
思お
も

ふ
に
何
ん
た
る
機き

敏び
ん

な
る
こ
と
よ
。
詩し

才
を
享
く
る

者
ま
た
多
く
三
十
を
出
で
て
詩し

心
を
放ほ
う

棄き

す
。
幸
な
る
か
な
。
／
／
わ
れ
不ふ

惑わ
く

に
お
よ
ん
で
な
ほ

詩し

魔ま

に
憑
か
れ
、
人
生
磋
跌
の
悲ひ

事
多
し
。
ま
こ
と
に
初
餐さ
ん

四
十
四
、
い
ま
こ
の
貧ひ
ん

詩
集し
う

を
編
み

終お
は

れ
ば
、
天
地ち

す
で
に
玄げ
ん

冬
、
白
山
大
日
連れ
ん

峯
の
峨
々
た
る
雪
光
、
わ
が
髪
膚ふ

に
徹て
つ

し
て
刺
す
も

の
あ
り
。
こ
の
迂う

愚
、
大
衆し
う

よ
更さ
ら

に
罵の
の
しれ
。
わ
れ
は
た
ゞ
こ
の
享
け
た
る
貧
し
き
詩
魂こ
ん

を
か
き
抱

き
こ
の
終し
う

生
を
古
郷
山
川
の
草
木
と
埋
れ
朽
ん
か
な
。」
と
、
戴
い
た
詩
集し
う

の
後
記き

の
一
節せ
つ

に
あ

つ
た
。
四
十
四
に
し
て
漸や
う
やく
一
冊さ
つ

の
詩し

集し
う

を
出
し
た
こ
の
先
人
の
自
重て
う

さ
に
聊い
さ
ゝか
う
た
れ
る
も
の

を
感か
ん

じ
た
。
之
か
ら
み
て
世せ

間
の
山
な
す
詩し

集し
う

は
問
題
と
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。「
そ
の
頃こ
ろ

室む
ろ

生

犀
星せ
い

君
は
旣
に
詩し

名
を
謳
は
れ
て
ゐ
た
が
生
活く
わ
つ

的て
き

に
は
最も
つ
とも
落ら
く

魄
時
代
で
都と

會く
わ
いと
古
郷
と
の
間
を

ぬ
れ
羽
鳥
の
や
う
に
去き
よ

來
し
て
ゐ
た
。
當と
う

時
の
そ
の
放ほ
う

縦じ
う

な
る
チ
グ
リ
ス
的て
き

生
活く
わ
つ

内
容よ
う

は
偏へ
ん

侠け
う

な

自
分
に
は
詩し

人
と
し
て
の
境け
う

涯
を
疑う
た
がは
し
め
、
室
生
君
ま
た
俗
吏
根こ
ん

生マ
マ

と
し
て
我
を
卑
下
し
た
。

當と
う

時
若も

し
其
分
水
嶺
を
超こ

ゆ
る
氣
魄
と
野
心
が
我
に
あ
つ
た
な
ら
多
少
名
を
な
し
て
ゐ
た
の
で
あ

ら
う
」
と
嘆
じ
て
ゐ
る
／
／
が
當と
う

の
犀
星
が
詩し

集し
う

の
跋
に
「
小
畠
貞
一
君
は
鳥
刺
が
う
ま
い
、
鮎

網あ
み

を
打う

つ
こ
と
が
上
手
で
あ
る
。
そ
の
外
植う
ゑ

木
に
も
詳
し
い
智ち

識し
き

を
持
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
よ
り
も

つ
と
小
鳥
の
事
で
は
驚お
ど
ろく
程ほ
ど

細
か
い
智
惠ゑ

を
持
つ
て
ゐ
る
。
鐵て
つ

砲ほ
う

も
う
つ
。」
と
書
い
て
ゐ
る
か

（
注
28
）

（
注
29
）

（
注
30
）

（
注
31
）

（
注
32
）

（
注
33
）

（
注
34
）

（
注
35
）

（
注
36
）

（
注
37
）

（6）
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石
狩
野
の
江
別
町
の
フ
ヰ
リ
ツ
プ
を
愛
す
る
若わ
か

い
詩し

人
小
田
君
か
ら
贈お
く

ら
れ
た
コ
タ
ン
雀
―
―

こ
い
つ
丈
は
流
石
羽
が
あ
る
と
見
へ
て
確た
し
かに

飛
ん
で
き
た
。
コ
タ
ン
は
コ
タ
ン
、
コ
ル
、
ク
ル
（
ア

イ
ヌ
酋
長
）
な
ど
と
い
ふ
ア
イ
ヌ
語ご

の
部ぶ

落ら
く

だ
。「
ア
イ
ヌ
も
可
愛あ
い

想そ
う

で
も
う
こ
つ
ち
に
は
純
じ
ゆ
ん

粹す
い

な
の
は
ゐ
な
い
で
す
よ
。
膽
振
の
白
老
ア
イ
ヌ
部ぶ

落ら
く

な
ん
か
が
型か
た

ば
か
り
の
も
の
で
せ
う
」
と
書

い
て
あ
つ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
胡く

桃る
み

細さ
い

工
の
コ
タ
ン
雀
だ
け
は
本
塲
の
ア
イ
ヌ
か
ら
購
め
て

來
た
ん
だ
か
ら
御
安
心
な
さ
い
と
あ
る
。
同
じ
コ
タ
ン
人
形げ
う

だ
つ
て
も
内
地ち

人
が
ど
し
ど
し
こ
さ

へ
る
の
で
つ
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

×　
　
　
　

×

　

人
間
と
い
ふ
も
の
の
感か
ん

性せ
い

は
不ふ

思し

議ぎ

／
／
な
も
の
で
蝦
夷
の
奥お
く

地ち

に
追お

は
れ
た
原
始し

ア
イ
ヌ
が

暗く
ら

い
濕
潤じ
ゆ
んな

落
葉
樹
林
か
ら
拾
つ
て
來
た
胡
桃
で
無
器き

用
な
手
つ
き
し
て
（
尤も
つ
とも

愛ア
イ

奴ヌ

の
彫
は
う

ま
い
も
の
だ
）
こ
さ
へ
た
と
思お
も

ふ
と
、
こ
の
ぶ
な
の
樹き

の
し
た
で
も
き
よ
と
ん
と
懐
手
を
し
て
風

に
吹
か
れ
て
立
つ
て
ゐ
る
移い

民み
ん

の
小
忰
の
や
う
な
む
き
つ
け
な
コ
タ
ン
雀
は
か
な
し
い
程ほ
ど

な
愛あ
い

嬌

を
も
つ
て
頭あ
た
まか
し
げ
て
串く
し

の
肢
で
立
つ
て
ゐ
る
の
だ
。

　
　
　
　

×　
　
　
　

×

　

恰
度
冬
だ
つ
た
し
自
分
は
吹
雪
の
落ら
く

葉よ
う

樹じ
ゆ

林
を
ち
り
ぢ
り
に
吹
か
れ
て
散ち

つ
て
ゆ
く
寒か
ん

雀
の
一

羽
を
机つ
く
えの

上
に
置お

い
て
そ
の
動
か
う
と
し
な
い
疲つ
か

れ
の
あ
と
を
み
た
。
阿あ

寒
の
山
に
吹
き
あ
げ
る

朱し
ゆ

泥で
い

の
い
ろ
や
、
毒ど
く

の
た
め
に
鼻は
な

の
か
け
た
コ
タ
ン
コ
ル
ク
ル
や
内
地ち

人
の
子
を
孕は
ら

ん
だ
そ
の
娘
む
す
め

ら
の
生
活く
わ
つを
―
―
コ
タ
ン
雀
の
ど
こ
か
に
そ
の
吹
雪
の
闇
が
あ
り
被ひ

征せ
い

服ふ
く

民み
ん

族ぞ
く

の
哀あ
い

求ぐ

の
律
が
神

韻
と
た
た
へ
て
ゐ
る
や
う
に
思お
も

つ
た
。

　

コ
タ
ン
雀
は
今
、
藤ふ
じ

棚だ
な

の
あ
る
畵ぐ
わ

家
の
う
ち
の
黒こ
く

檀
の
机つ
く
えの
上
に
中
秋
の
光
を
受う

け
て
立
つ
て

ゐ
る
は
ず
だ
。
こ
ん
な
の
が
貰も
ら

ふ
身
に
も
や
る
身
に
も
な
つ
て
う
れ
し
い
贈
物
で
あ
る
。

（
六
）「
芥
川
龍
之
介
の
詩
」　

掲
載
：
昭
和
10
年
10
〜
11
月
（
推
定
）

【
挿
し
絵
】

　

A
W

A
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W
A
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U
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W
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K
O
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A
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W

A
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【
本
文
】

　

あ
は
れ
、
あ
は
れ
、
旅
び
と
は

　

い
つ
か
は
こ
ゝ
ろ
や
す
ら
は
ん

　

垣か
き

根ね

を
見
れ
ば
『
山
吹
や

　

笠か
さ

に
さ
す
べ
き
枝
の
な
り
』

　

彼か
れ

の
旅
行
記き

、
東
北
、
北
海
道ど
う

、
新
潟
は
改か
い

造ぞ
う

社
と
し
て
入
用
で
あ
つ
た
。
し
か
し
彼か
れ

は
、
彼か
れ

自
身
は
、
す
で
に
大
正
十
一
年
五
月
の
作
で
あ
る
こ
の
、
あ
は
れ
、
あ
は
れ
、
旅た
び

と
は
、
を
差さ

し

挟
み
た
い
の
で
旅り
よ

行
記き

が
一
つ
必ひ
つ

要よ
う

で
あ
つ
た
こ
と
に
ち
が
ひ
な
い
。

　

東
北
、
北
海
道ど
う

、
新
潟
の
講こ
う

演え
ん

旅
行
で
は
一
挺て
う

の
ぴ
す
と
る
が
彼か
れ

の
手
に
は
い
つ
て
ゐ
る
。

「
僕ぼ
く

は
こ
ん
ど
は
い
よ
い
よ
ぴ
す
と
る
も
手
に
い
れ
た
」
こ
れ
が
彼か
れ

の
こ
と
ば
で
あ
る
。

　

―
―
昭せ
う

和わ

二
年
九
月
の
文
藝
春し
ゆ
ん

秋
の
芥
川
追つ
い

悼と
う

號ご
う

を
め
く
る
と
彼か
れ

の
畏
友
畵ぐ
わ

人
小
穴
隆
一
が
書

い
た
一
節
せ
つ

で
あ
る
。

　

僕ぼ
く

は
芥
川
の
残の
こ

し
た
詩し

で
は
（
日マ
マ

光
）
と
か
（
陶と
う

器き

の
亭
）
と
か
い
ふ
文
人
趣し
ゆ

味み

の
も
の
よ
り

こ
の
古
め
か
し
い
装
の
詩し

／
／
が
一
番ば
ん

彼か
れ

の
最さ
い

後
の
人
間
が
出
て
ゐ
る
の
で
好
き
で
あ
る
。「
山

吹
や
笠か
さ

に
さ
す
べ
き
枝
の
な
り
」
は
芭
蕉
だ
が
、
三
界か
い

虚
妄も
う

の
堂
々
巡
り
は
遂つ
ひ

に
芭
蕉
の
旅た
び

笠か
さ

に

さ
す
べ
き
山
吹
の
實
の
な
い
花
を
み
つ
け
て
ゐ
る
か
ら
面お
も

白
い
。
芭
蕉
と
芥
川
と
ひ
ど
く
食
ひ
ち

が
つ
て
ゐ
る
や
う
に
思お
も

ふ
の
は
生
活く
わ
つの
表へ
う

面め
ん

上
の
映か
た

像ち

か
ら
來
る
幻
イ
リ
ユ
ー
ジ
ヨ
ンで
、
た
ゞ
芥
川
は
醉
へ
な

い
芭
蕉
で
あ
つ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
、
あ
の
近
代
人
と
し
て
眺な
が

め
た
芭
蕉
批ひ

評へ
う

の
微
を
盡つ
く

し
た

芭
蕉
雑ざ
つ

記き

を
み
て
も
判わ
か

る
。

　

―
―
芭
蕉
は
大
事
の
俳は
い

諧
さ
へ
「
生
涯
の
道み
ち

の
草
」
と
い
つ
た
さ
う
で
あ
る
。
す
る
と
七
部ぶ

集し
う

の
監か
ん

修し
う

を
す
る
の
も
「
空
」
と
考か
ん
がへ
は
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
か
？
同
時
に
ま
た
集
を
著
は
す
の

さ
へ
、
實じ
つ

は
惡
と
考か
ん
がへ

る
前
に
「
空
」
と
考か
ん
がへ

は
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
か
？
芭
蕉
も
や
は
り
寒か
ん

山
の
木
の
葉
に
書
い
た
詩し

の
や
う
に
一
千
余よ

句く

の
俳は
い

諧
は
流
轉て
ん

／
／
に
任
せ
た
の
で
は
な
か
つ
た

で
あ
ら
う
か
？
少
く
と
も
芭
蕉
の
心
の
奥お
く

に
は
い
つ
も
さ
う
云
ふ
心
も
ち
の
潜
ん
で
ゐ
た
の
で
は

な
か
つ
た
で
あ
ら
う
か
？
（
芥
川
）

　

と
こ
ろ
が
彼か
れ

は
自
殺さ
つ

直ち
よ
く

前
の
遺い

稿
（
十
本
の
針
）
に
鴉
と
孔
雀
と
題
し
て
「
わ
た
し
達た
ち

に
最も
つ
とも

恐お
そ

ろ
し
い
事
實じ
つ

は
私
た
ち
の
畢
に
わ
た
し
達た
ち

を
超こ

え
ら
れ
な
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
凡
ゆ
る
樂ら
く

天
主し
ゆ

義ぎ

的て
き

な
目
隠
し
を
と
つ
て
し
ま
へ
ば
、
鴉
は
何
時
に
な
つ
て
も
孔
雀
に
な
る
こ
と
は
出
來
な

い
。
或
詩し

人
の
書
い
た
一
行
の
詩し

は
何
時
も
彼か
れ

の
詩し

の
全ぜ
ん

部ぶ

で
あ
る
。」
と
書
い
て
ゐ
る
。

　

こ
の
超
克
の
不ふ

安
を
死し

の
詩し

を
も
つ
て
乗の

り
切
つ
た
の
が
芥
川
の
裡
に
あ
る
近
代だ
い

人
の
芭
蕉
で
、

古
い
時
代だ
い

の
芭
蕉
の
裡
な
る
芥
川
は
生
涯
を
詩し

魔ま

の
翻
ほ
ん

弄
ろ
う

の
太
虚き
よ

に
疲つ
か

れ
し
め
て
こ
の
不ふ

安
を
消け

し
た
の
に
過す

ぎ
な
い
と
僕ぼ
く

は
思お
も

ふ
の
で
あ
る
。

命い
の
ちな
り
わ
づ
か
の
笠か
さ

の
下
涼
み　

芭
蕉

（
注
15
）

（
注
16
）

（
注
17
）

（
注
18
）

（
注
19
）

（
注
20
）

（
注
21
）

（
注
22
）

（
注
23
）

（
注
24
）

（
注
25
）

（
注
26
）

（
注
27
）
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ね
む
る
と
も
な
し
秋
の
蝶て
う

　

萩は
ぎ

の
ゆ
ふ
べ
に　

ひ
そ
む
の
み

　
　
　
　
　

◇

　

雨
が
あ
が
つ
て
夕
ぢ
か
く
な
る
と
流
石
、
野
の
な
か
の
一
つ
家
は
肌は
だ

ざ
む
く
秋
を
覺お
ぼ

え
る
。
前

庭
の
露
の
光
る
く
ま
笹
、
萩は
ぎ

な
ん
ど
見
る
と
も
な
く
み
て
ゐ
る
と
、
古
め
か
し
い
琴
歌か

め
い
た
も

の
が
唇
に
の
ぼ
つ
た
の
で
書
き
つ
け
て
み
た
。
さ
う
だ
、
如
何
に
も
翅
の
破や
ぶ

れ
た
秋
の
蝶
の
や
う

に
古
め
か
し
い
も
の
だ
。
あ
る
見
知
り
こ
し
の
女
性
が
「
あ
な
た
の
こ
の
頃こ
ろ

の
詩し

は
と
て
も
難
し

く
つ
て
妾
た
ち
に
解
ら
な
い
が
、何
故
も
つ
と
解
り
よ
く
つ
て
歌う
た

へ
る
や
う
な
の
を
書
か
な
い
？
」

と
い
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
女
性せ
い

の
云
ふ
の
が
ほ
ん
と
か
も
知
れ
な
い
の
で
默だ
ま

つ
て
聽き

い
た
こ
と
だ
。
呉
越
同
舟
の
浮う
き

世
だ
。
何
／
／
よ
り
理り

窟
は
禁き
ん

物
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
僕ぼ
く

に
は
そ
の
歌う
た

へ
る
う
た
と
い
ふ
の
が
元

の
松
の
葉
集
か
ら
で
も
ひ
き
ず
り
だ

し
た
や
う
な
今
様
調て
う

な
ん
だ
が
―
―
「
そ
ん
な
の
は
も
う
古
い
わ
よ
。
も
つ
と
艶
め
い
て
も
つ
と

近
代
的
な
の
は
な
い
―
―
東
海
林
太
郎
が
歌う
た

ふ
や
う
な
の
―
―
。」
と
、
俄が

然ぜ
ん

こ
の
歌う
た

は
今
時
の

最も
つ
とも

古
い
琴
三
味み

線せ
ん

女
史し

か
ら
も
劍け
ん

突つ

く
を
喰
ふ
に
ち
が
い
な
い
と
思お
も

つ
て
ゐ
る
。
ジ
ヤ
ズ
、
ジ

ヤ
ズ
ジ
ヤ
ズ
、
ジ
ヤ
ズ
小
唄う
た

な
る
か
な
。
猫
も
三
味み

線せ
ん

も
女
工
も
詩し

人
も
音お
ん

樂が
く

家
も
畵ぐ
わ

家
も
工
夫ふ

も
政せ
い

治ぢ

家
も
―
―
そ
こ
ら
の
鼻は
な

た
れ
小
僧
ま
で
ゆ
ふ
べ
お
ぼ
え
た
銀ぎ
ん

幕ま
く

の
甘
つ
た
る
い
伴ば
ん

奏そ
う

小
唄う
た

だ
。
ジ
ヤ
ズ
日
本
萬
歳ざ
い

！

　
　
　
　
　

◇

　

僕ぼ
く

は
流
行
り
さ
う
に
も
な
い
今
様
の
古
い
歌
を
つ
づ
ら
に
仕し

舞ま

ひ
こ
ん
で
呉
越
同
舟
の
耳
の
潰つ
ぶ

れ
さ
う
な
喧
ま
し
い
時
代だ
い

の
乗の
り

合
船
か
ら
、
葦
の
枯
穂
の
戰
く
古
典
日
本
の
沁
々
と
し
た
秋
の
風

景
の
な
か
に
獨ひ
と

り
降
り
る
。

　

 

〽
秋
の
夜
は
、
長
い
も
の
と
は
ま
ん
ま
る
な
、
月
見
ぬ
人
の
心
か
も
、
更ふ

け
て
待ま

て
ど
も
來
ぬ

人
の
、
音お
と

づ
る
も
の
は
鐘
ば
か
り
、
か
ぞ
ふ
る
指ゆ
び

の
寝
つ
起
き
つ
、
わ
し
や
照
らマ

れマ

て
ゐ
／
／

る
わ
い
な
。

歌う
た

澤さ
わ

の
名
詩し

（
秋
の
夜
）
は
嘘
か
眞
か
知
ら
な
い
が
佐
渡ど

に
流
謫
さ
れ
た
江
戸ど

者
が
、
大
江
戸ど

の

ひ
と
を
偲
ん
で
の
述
懐
と
聽き

い
た
。
さ
う
思お
も

へ
ば
と
て
も
小
便べ
ん

小
唄う
た

藝
者
風
情
の
爪
彈
に
か
ゝ
る

に
は
勿
體た
い

な
い
文
句く

の
仄
々
と
身
に
せ
ま
る
の
を
覺お
ぼ

ゆ
る
。
佐
渡ど

な
ら
ぬ
浮
世
金
山
地ぢ

獄ご
く

の
階
子

で
迷ま
よ

ふ
た
小
春は
る

治ち

兵
衛ゑ

も
ど
き
の
情ぜ
う

痴ち

の
は
て
の
歌う
た

に
し
て
も
だ
―
―
。

　
　
　
　
　

◇

　

紅
衣
落お

ち
盡つ
く

し
て
暗
香
殘の
こ

る

　

葉
上
の
秋
光　

白
露
寒さ
む

し

　

越
女
情
を
含ふ
く

ん
で
巳
に
限か
ぎ

り
無
し

　

長
袖
を
し
て
欄
干か
ん

に
倚
ら
し
む
る
莫
れ

　

定
め
し
（
秋
の
夜
）
の
歌か

情ぜ
う

に
泛
ぶ
ひ
と
は
羊
士
諤
の
七
言
絶ぜ
つ

句く

の
越
女
に
和わ

魂こ
ん

を
添そ

へ
た
や

う
な
主
に
ち
が
い
な
い
。
縮
綿め
ん

の
う
ち
に
淸
々
と
し
た
月
光
を
感か
ん

ず
る
や
う
な
江
戸ど

歌う
た

の
女ヒ

主ロ

人イ

公ン

で
あ
る
。
〽
秋
の
夜
、
の
本
調て
う

子
の
冴
へ
た
音ね

〆
ら
し
い
も
の
に
は
不ふ

幸こ
う

に
し
て
接せ
つ

せ
ぬ
が
、

暗く
ら

く
な
る
前
庭
の
萩は
ぎ

を
す
で
に
□
し
て
ゐ
る
虫
の
聲こ
ゑ

は
仄
々
と
し
て
待ま

て
ど
も
來
る
は
ず
の
な
い

も
の
を
想
ふ
に
は
尤マ
マ

分
で
あ
る
。

（
二
）「
コ
タ
ン
雀
」　

掲
載
：
昭
和
10
年
10
月
24
日

【
挿
し
絵
】

　

鈴
蘭
を
粉
に
し
て
お
く
る
思
ひ
か
な

【
本
文
】

　

仇
事
な
ら
ぬ
も
の
を
貰も
ら

ふ
身
に
な
る
と
珍
品
な
ら
ず
と
も
う
れ
し
い
。（
紙か
み

の
ふ
す
ま
、麻
の
衣
、

一
鉢
の
ま
う
け
、
あ
か
ざ
の
あ
つ
も
の
、
い
く
ば
く
か
人
の
つ
ひ
え
を
な
さ
む
。
―
―
徒
然
草
）

扉
お
ち
て
月
常
住じ
う

の
燈
を
掲か
ゝ

げ
る
余よ

ら
に
廻
り
あ
は
せ
る
の
は
腰こ
し

の
脱
け
た
瓢
か
、
精
々
で
欠か

け

た
今
戸と

焼や
き

の
狸
位く
ら
ゐの
も
の
で
珍ち
ん

品
事
件け
ん

な
ど
起
り
や
う
も
な
い
が
そ
れ
が
厘
毛も
う

の
備そ
な

は
ら
ぬ
身
に

と
つ
て
は
事
の
外
た
らマ
マ

つ
て
う
れ
し
い
も
の
だ
。
そ
の
贈
物
が
ま
た
、
遠と
ほ

く
の
邦
の
花
や
土
民み
ん

玩ぐ
わ
ん

具ぐ

と
か
い
ふ
も
の
で
あ
つ
て
見
れ
ば
聊い
さ
さか
時
代だ
い

離
れ
の
し
た
浪ろ
う

漫
的て
き

人
情ぜ
う

に
再さ
い

會く
わ
いし
た
様
で
餓
鬼

が
盂
蘭
盆
に
逢
つ
た
氣
持
ち
で
中
々
に
う
れ
し
い
も
の
だ
。

　

詩
の
交こ
う

際さ
い

と
い
ふ
も
の
は
得え

手
し
て
さ
う
い
ふ
の
が
多
く
、
何
時
か
臺た
い

灣わ
ん

の
詩
人
か
ら
茉
莉
花

と
い
ふ
薫
は
し
い
花
を
「
色
に
で
も
嗅
ぎ
な
さ
い
」
と
わ
ざ
〳
〵
小
包
で
贈
つ
て
く
れ
た
が
、
こ

ち
ら
で
飛
立
つ
様
に
開
け
た
時
に
は
生
蕃ば
ん

／
／
の
古
い
布ぬ
の

子
ほ
ど
の
色
も
香
も
な
く
思お
も

ひ
は
す
で

に
と
ほ
く
萎
な
び
て
ゐ
た
。
氣
持
ち
だ
け
有
難が
た

く
頂い
た
だい

た
の
に
狩
勝
峠
の
鈴す
ゞ

蘭
が
あ
り
、
こ
い
つ

は
念ね
ん

が
入
つ
て
粉
々
に
な
つ
て
ゐ
た
。

　

鈴す
ゞ

蘭
を
粉こ

に
し
て
お
く
る
思お
も

ひ
か
な

　
　
　
　

×　
　
　
　

×

（
注
11
）

（
注
12
）

（
注
13
）

（
注
14
）
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た
ち
が
多
く
集
っ
た
「
日
本
詩
壇
」
を
介
し
た
全
国
的
な
詩
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
窺
わ
せ

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
日
本
詩
壇
」
が
誌
面
を
通
じ
て
不
可
視
の
〈
詩
壇
〉
で
は
な
く
、
詩

人
た
ち
の
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
創
出
を
目
論
ん
で
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
え

て
み
た
い
。

　
（
六
）「
芥
川
龍
之
介
の
詩
」
で
は
、
芥
川
と
芭
蕉
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
代
人
と
し
て

の
理
性
が
「
詩
魔
の
翻
弄
」
に
勝
っ
た
芥
川
を
「
酔
へ
な
い
芭
蕉
」
と
評
し
、（
七
）「
幻
の
庭
園
」

で
は
、
随
筆
「
庭
の
追
憶
」（「
心
境
」（
昭
和
９
年
６
月
））
に
て
旧
邸
の
庭
園
を
描
い
た
一
幅
の

絵
か
ら
、
生
前
の
妻
や
父
母
等
の
姿
を
追
想
し
た
寺
田
寅
彦
を
物
理
学
者
で
は
な
く
「
精
神
の
幻

像
に
仕
へ
る
芸
術
家
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
の
鋭
利
な
批
評
眼
に
よ
っ
て
文
学
を
裁
断
し
て
い
る

こ
と
も
興
味
深
い
。
同
じ
く
（
七
）
で
は
、「
庭
の
追
憶
」
に
描
か
れ
て
い
る
寅
彦
と
画
家
・
藤

田
太
郎
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
藤
田
側
の
視
点
に
立
っ
て
描
写
し
て
お
り
、
よ
り
立
体
的
に
寅

彦
の
随
筆
を
読
む
一
助
と
な
る
。

　

上
記
の
理
由
か
ら
、
本
稿
に
て
「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
を
翻
刻
し
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
化
を
行
っ
た
。

二
、「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
翻
刻
（
抄
出
）

〈
体
裁
に
つ
い
て
〉

　
「
隨
筆 

楚
歌
春
秋
」
は
、「
岡
本
彌
太
（
作
）
／
藤
田
太
郎
（
画
）」
と
い
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
共
に
、

藤
田
の
挿
し
絵
を
上
段
に
、
彌
太
の
随
想
を
下
段
に
配
し
、
一
行
十
五
字
、
一
段
二
十
二
〜

二
十
九
行
の
二
段
〜
四
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
各
掲
載
日
に
つ
い
て
は
、（
一
）「
秋
夕
夢
」
の
昭
和
10
年
10
月
23
日
、（
二
）「
コ
タ
ン

雀
」
の
昭
和
10
年
10
月
24
日
は
複
写
資
料
の
メ
モ
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、（
三
）

「
阿
房
陀
羅
経
」
以
降
は
欄
外
の
日
付
や
メ
モ
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
本
の
「
高
知
新
聞
」
も

確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
掲
載
日
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
掲
載
日
は
、
明

確
な
日
付
が
判
明
し
て
い
る
（
一
）、（
二
）
回
の
み
記
載
し
、
各
日
連
載
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し

て
、（
三
）「
阿
房
陀
羅
経
」
以
降
の
掲
載
分
は
「
昭
和
10
年
10
〜
11
月
（
推
定
）」
と
し
た
。

〈
表
記
に
つ
い
て
〉

　

確
認
し
た
「
隨
筆 

楚
歌
春
秋
」
の
記
載
内
容
を
ル
ビ
や
用
字
も
含
め
て
そ
の
ま
ま
翻
刻
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
た
。
藤
田
太
郎
に
よ
る
挿
し
絵
に
文
字
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、

そ
ち
ら
も
翻
刻
を
行
っ
た
。
表
記
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
【
凡
例
】
に
従
っ
た
。

【
凡
例
】

①
挿
し
絵
の
文
字
情
報
の
翻
刻
は
【
挿
し
絵
】、
本
文
の
翻
刻
は
【
本
文
】
と
示
す
。

②
漢
字
は
、
旧
字
体
の
も
の
も
含
め
て
、
可
能
な
限
り
記
載
の
通
り
の
表
記
と
す
る
。

③
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
、
拗
音
、
促
音
の
表
記
は
記
載
の
通
り
と
す
る
。

④
お
ど
り
字
は
、
記
載
の
通
り
と
す
る
。

⑤
ル
ビ
、
傍
線
、
傍
点
は
記
載
の
通
り
と
す
る
。

⑥
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
個
所
は
、
右
に
「
マ
マ
」
を
付
す
。

⑦
資
料
の
状
態
に
よ
り
、
判
読
困
難
な
文
字
は
□
で
示
す
。

⑧
新
聞
の
段
が
変
わ
る
個
所
に
は
「
／
／
」
を
挿
入
す
る
。

（
一
）「
秋
夕
夢
」　

掲
載
：
昭
和
10
年
10
月
23
日

【
挿
し
絵
】

　

秋
の
夜
は

　

長
い
も
の
と
は

　

ま
ん
ま
る
な

　

月
見
ぬ
人
の
心
か
も

　

更
け
て
待
て
ど
も

　

來
ぬ
人
の

　

音
づ
る
も
の
は
鐘
ば
か
り

　

か
ぞ
ふ
る
指
の
寝
つ
起
き
つ

　

わ
し
や
照
さ
れ
て

　

ゐ
る
わ
い
な

【
本
文
】

　

假
住
み
に

　

あ
ふ
る
ゝ
萩は
ぎ

の　

ふ
か
さ
か
な

　

白
つ
ゆ
さ
そ
ふ　

あ
だ
花
の

　

さ
ら
に
艶
な
き

　

き
の
ふ　

け
ふ

（
注
10
）

（3）
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で
き
る
。
そ
こ
で
は
「
カ
ン
ト
で
さ
へ
簡
素
な
食
卓
の
適
量
の
酒
は
歓
ん
で
ゐ
る
」
と
、
昭
和
14

年
に
米
穀
が
配
給
制
と
な
り
、
酒
造
の
質
規
制
が
設
け
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
な
っ
た
時
局

下
の
状
況
に
対
し
て
批
判
的
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
視
野
の
広
い
批
評
眼
が
評
価
さ
れ
て
か
、
滝
川
富
士
夫
の
詩
集
『
夜
道
』（
昭
和
８

年
１
月
、
聖
草
詩
社
）
の
「
序
」、
間
野
捷
魯
の
詩
集
『
体
温
』（
昭
和
８
年
９
月
、
日
本
書
房
）

の
「
跋
」、
住
江
明
の
詩
集
『
夜
に
詠
め
る
歌
』（
昭
和
16
年
８
月
、
黒
潮
詩
会
出
版
部
）
の
「
序

詩
」
等
の
「
日
本
詩
壇
」
関
連
の
詩
人
た
ち
を
は
じ
め
と
し
て
、
島
崎
曙
海
の
詩
集
『
宣
撫
官
詩

集 

地
貌
』（
昭
和
14
年
10
月
、
二
〇
三
高
地
詩
社
）
の
「
詩
集
地
貌
の
序
」、
川
島
豊
敏
の
詩
集
『
北

堡
壘
』（
昭
和
15
年
11
月
、
二
〇
三
高
地
詩
社
）
の
「
北
堡
壘
の
序
」
等
の
「
二
〇
三
高
地
」
に
集
っ

た
満
洲
の
詩
人
た
ち
の
求
め
に
応
じ
て
、
詩
集
に
序
や
跋
を
数
多
く
寄
せ
て
い
る
。

　

詩
篇
だ
け
で
は
な
く
散
文
も
精
力
的
に
書
き
残
し
た
彌
太
の
手
に
よ
る
随
筆
に
、「
高
知
新
聞
」

の
昭
和
10
年
10
月
23
日
か
ら
十
五
回
に
亘
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
が
あ
る
。『
香

我
美
町
史 

下
巻
』（
平
成
５
年
１
月
、
香
我
美
町
）「
第
11
章 

人
物
」
の
画
家
藤
田
太
郎
の
項
目

に
は
「
さ
ら
に
同
十
月
（
稿
者
注
：
昭
和
10
年
）
か
ら
岡
本
弥
太
の
随
筆
「
楚
歌
春
秋
」
の
挿
絵

を
同
紙
に
一
五
回
発
表
」
と
い
う
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、『
岡
本
彌
太
詩
集 

―
―
山
河

篇
―
―
』（
平
成
10
年
１
月
、
泰
樹
社
）
所
収
の
山
川
久
三
編
「
岡
本
彌
太
年
譜
」
の
昭
和
10
年
の

項
に
も
「
十
月
二
十
三
日
よ
り
、
高
知
新
聞
に
随
筆
「
楚
歌
春
秋
」
を
、
藤
田
太
郎
の
挿
し
絵
で

十
五
回
連
載
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
る
。

　

か
か
る
記
述
に
よ
り
、
彌
太
の
「
楚
歌
春
秋
」
と
い
う
随
筆
の
存
在
は
か
ね
て
よ
り
知
ら
れ
て

い
な
が
ら
も
、
長
ら
く
そ
の
内
容
を
確
認
・
参
照
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

高
知
県
の
詩
人
猪
野
睦
氏
が
旧
蔵
し
て
い
た
「
高
知
新
聞
」
の
切
り
抜
き
の
複
写
資
料
に
て
「
随

筆 

楚
歌
春
秋
」
の
全
十
五
回
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
猪
野
家
遺
族
、
岡
本
家
遺
族
の
了
解

の
下
、
資
料
調
査
、
翻
刻
・
注
を
施
す
作
業
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
後
年
、
詩
誌
「
詩
道
」

（
昭
和
12
年
３
月
、
同
年
７
月
）
に
発
表
さ
れ
た
同
一
題
の
「
楚
歌
春
秋 

―
―
わ
が
詩
生
活
の

譜
―
―
」
と
は
、
そ
の
内
容
と
性
質
と
が
大
き
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

　
「
高
知
新
聞
」
紙
上
に
連
載
さ
れ
た
「
隨
筆 

楚
歌
春
秋
」
各
回
の
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
一
）「
秋
夕
夢
」、（
二
）「
コ
タ
ン
雀
」、（
三
）「
阿
房
陀
羅
経
」、（
四
）「
虫
二
題
」、（
五
）

「
誘む
し

蛾と
り

燈び

一ひ
と

夜や

大た
い

盡じ
ん

」、（
六
）「
芥
川
龍
之
介
の
詩
」、（
七
）「
幻
の
庭
園
」、（
八
）「
読
書
」、（
九
）

「
菊
を
作
る
人
」、（
十
）「
昔
の
新
聞
」、（
十
一
）「
詩
人
小
畠
貞
一
」、（
十
二
）「
鯉
」、（
十
三
）

「
思た

案ば

草こ

漫
談
」、（
十
四
）「
澤
田
正
二
郎
の
追
憶
」、（
十
五
）「
茶
の
湯
」。

　

こ
の
う
ち
、本
稿
で
は
、（
一
）「
秋
夕
夢
」、（
二
）「
コ
タ
ン
雀
」、（
六
）「
芥
川
龍
之
介
の
詩
」、

（
七
）「
幻
の
庭
園
」、（
十
一
）「
詩
人
小
畠
貞
一
」、（
十
四
）「
澤
田
正
二
郎
の
追
憶
」
の
文
学

や
絵
画
、
演
劇
に
関
わ
る
掲
載
回
を
抄
出
し
、
翻
刻
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
注
を
施
し
た
。

　

さ
て
、
本
稿
で
翻
刻
を
行
う
「
隨
筆 

楚
歌
春
秋
」
に
よ
り
、
最
も
精
力
的
に
創
作
に
取
り
組

ん
で
い
た
詩
集
『
瀧
』
か
ら
未
刊
詩
集
『
山
河
』
編
集
に
至
る
間
の
彌
太
が
、
同
時
代
の
文
学
、

文
化
、
流
行
、
社
会
等
を
い
か
な
る
観
点
か
ら
捉
え
、
批
評
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。「
詩
道
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
楚
歌
春
秋
」
が
編
年
体
で
紡
が
れ
た
経
系
の
よ
う

な
性
質
を
持
つ
こ
と
に
対
し
て
、「
高
知
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
随
筆　

楚
歌
春
秋
」
は
同
時

代
を
眼
差
し
た
緯
系
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
拙
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
昭
和
23
年
に
は
、

詩
誌
「
山
河
」
刊
行
に
伴
う
浜
田
知
章
や
島
崎
曙
海
等
に
よ
る
彌
太
顕
彰
の
う
ご
き
と
連
動
し
て
、

出
身
地
で
の
詩
碑
建
立
、『
岡
本
彌
太
選
集
』（
昭
和
23
年
１
月
、
岡
本
彌
太
選
集
刊
行
会
）
の
刊

行
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
第
一
詩
集
『
瀧
』
の
詩
篇
を
軸
と
し
た
「
青
き
あ
ら
れ
の
高
士
」（
島

崎
曙
海
「
岡
本
彌
太
論
」（「
山
河
」
昭
和
23
年
４
月
））
と
い
う
、
時
局
に
対
す
る
批
判
意
識
を

持
つ
詩
人
で
は
な
く
、
人
生
派
の
詩
人
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
が
試
み
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
岡
本
彌
太
顕
彰
事
業
で
中
心
に
添
え
ら
れ
た
詩
集
『
瀧
』
以
降
に
彌
太
の
創
作
は
本

格
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
回
翻
刻
を
行
っ
た
「
隨
筆 

楚
歌
春
秋
」
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ど

扱
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
詩
集
『
瀧
』
以
降
の
彌
太
の
創
作
を
よ
り
立
体
的
に
捉
え
る
た
め
の
材
料

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
一
）「
秋
夕
夢
」
は
、
昭
和
10
年
以
降
の
「
琴
歌
」
と
呼
ば
れ
る
詩
群
を
読
み
解
く
た
め
の
補

助
と
な
る
。「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
の
翌
月
に
発
行
さ
れ
た
「
日
本
詩
壇
」（
昭
和
10
年
11
月
）
に
は
、

「
琴
歌
四
首
」
の
う
ち
の
一
篇
と
し
て
「
秋
夕
夢
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
以
降
続
く
こ
と
と
な

る
「
琴
歌
」
の
第
一
歩
を
「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
か
ら
出
発
し
て
い
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。

　
（
二
）「
コ
タ
ン
雀
」
は
、
同
時
期
の
「
日
本
詩
壇
」
に
掲
載
さ
れ
た
彌
太
の
詩
篇
や
随
筆
な
ど

の
叙
述
を
解
釈
し
、
評
価
す
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
。
同
一
題
か
つ
同
一
テ
ー
マ
で
執
筆
さ

れ
た
随
筆「
コ
タ
ン
雀
」が「
日
本
詩
壇
」（
昭
和
10
年
３
月
）に
先
行
掲
載
さ
れ
て
い
る
。メ
デ
ィ

ア
と
掲
載
時
期
の
違
い
に
よ
り
、
二
つ
の
「
コ
タ
ン
雀
」
の
批
判
の
矛
先
が
変
化
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
既
に
論
じ
た
。

　

ま
た
、（
二
）「
コ
タ
ン
雀
」
に
登
場
す
る
北
海
道
の
詩
人
小
田
邦
雄
や
（
十
一
）「
詩
人
小
畠

貞
一
」
に
登
場
す
る
石
川
県
の
詩
人
小
畠
貞
一
と
の
交
流
に
、
同
時
代
の
地
方
に
在
住
す
る
詩
人

た
ち
と
の
地
域
を
超
え
た
広
範
な
交
流
・
連
帯
の
様
相
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
詩
人

（
注
３
）

（
注
４
）

（
注
５
）

（
注
６
）

（
注
７
）

（
注
８
）

（
注
９
）

（2）

千葉大学教育学部研究紀要　第72巻　Ⅱ．人文・社会科学系

－377－



　

昭
和
10
年
10
月
23
日
か
ら
「
高
知
新
聞
」
紙
上
に
て
十
五
回
連
載
さ
れ
た
岡
本
彌
太
に
よ
る
「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
は
、
彌
太
の
年
譜
等
を
介
し
て
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
「
高

知
新
聞
」
が
閲
覧
困
難
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
長
ら
く
そ
の
内
容
が
確
認
で
き
な
い
状
況
が
続
い
た
。
彌
太
の
文
学
的
営
為
を
留
め
る
資
料
を
収
集
、
調
査
す
る
段
階
で
、
高
知
県
出
身
の
詩
人
で
戦
後
に
「
日

本
未
来
派
」
等
で
活
躍
し
た
猪
野
睦
氏
が
旧
蔵
し
て
い
た
複
写
物
に
て
同
資
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
猪
野
家
・
岡
本
家
遺
族
の
承
諾
を
得
た
上
で
、
翻
刻
を
行
い
、
注
を
施
し
た
。
同
時
代
の
文
学
、

文
化
、
流
行
、
社
会
等
の
状
況
を
捉
え
て
批
評
す
る
「
隨
筆 
楚
歌
春
秋
」
は
、
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
第
一
詩
集
『
瀧
』（
昭
和
７
年
10
月
、
詩
原
始
社
）
以
降
に
本
格
化
す
る
彌
太
の
創

作
を
捉
え
る
上
で
の
基
礎
資
料
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
方
に
い
た
か
ら
こ
そ
近
代
と
い
う
時
代
を
よ
り
客
観
的
に
、
よ
り
批
判
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
彌
太
の
眼
差
し
を
そ
こ
に
看
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
日
本
近
代
文
学
（Japanese M
odern Literature

）・
地
方
（Regional

）・
岡
本
彌
太
（O

K
A

M
O

T
O

 Y
ata

）・「
高
知
新
聞
」（Ｔ

ʰｅ　Ｋ
ｏｃʰｉ　Ｓʰｉⅿ

ｂｕｎ

）

一
、
岡
本
彌
太
「
随
筆 

楚
歌
春
秋
」
の
射
程

　

昭
和
初
期
に
「
詩
神
」、「
日
本
詩
壇
」
等
の
詩
誌
で
活
躍
し
た
高
知
県
出
身
の
詩
人
に
岡
本
彌

太
が
い
る
。
そ
の
文
学
的
営
為
を
留
め
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
、
第
一
詩
集
『
瀧
』（
昭
和
７
年

10
月
、
詩
原
始
社
）、
未
刊
に
終
わ
っ
た
第
二
詩
集
『
山
河
』（
昭
和
11
年
春
刊
行
予
定
と
な
っ
て

い
た
）
に
収
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
詩
篇
、
昭
和
10
年
頃
か
ら
紡
ぎ
始
め
ら
れ
た
「
琴
歌
」
と

い
う
一
群
の
文
語
定
型
の
小
曲
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
詩
集
『
瀧
』
以
降
に
主
た
る
発
表
媒

体
と
な
っ
た
「
日
本
詩
壇
」
の
創
刊
（
昭
和
８
年
４
月
）
以
降
は
、
詩
篇
の
み
な
ら
ず
、
詩
論
、

評
論
、
時
評
、
随
筆
等
も
彌
太
は
数
多
く
手
掛
け
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
、「
日
本
詩
壇
」
以
外
で
も
、「
麺
麭
」（
昭
和
９
年
３
月
）
で
は
久
慈
徹
三
の
詩
集
『
肋
』

に
対
す
る
批
評
を
発
表
し
、「
動
脈
」（
昭
和
10
年
４
月
）
で
は
彌
太
が
傾
倒
し
て
い
た
高
橋
元
吉

に
関
す
る
「
高
橋
元
吉
論
」
を
発
表
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
は
、「
随
想 

宮
澤
賢
治
」

（「
榕
樹
林
」
昭
和
８
年
11
月
）、「「
宮
澤
賢
治
」
へ
の
ノ
ー
ト
」（『
宮
澤
賢
治
追
悼
』
昭
和
９
年

１
月
、
次
郎
社
）、「
春
と
修
羅
の
我
が
思
い
出
」（「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
ォ
」
昭
和
14
年
11
月
）
等
、

宮
澤
賢
治
の
初
期
読
者
と
し
て
書
き
残
し
た
一
連
の
批
評
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

彌
太
に
よ
る
批
評
の
な
か
で
も
異
色
な
も
の
と
し
て
は
、
新
居
格
や
萩
原
朔
太
郎
、
佐
藤
惣
之

助
、
福
田
正
夫
、
吉
井
勇
、
百
田
宗
治
ら
と
共
に
雑
誌
の
求
め
に
応
じ
て
執
筆
し
た
「
酒
・
味
噌 

醤
油
に
関
す
る
最
近
の
御
感
想
」（「
日
本
醸
造
協
会
雑
誌
」
昭
和
14
年
９
月
）
を
挙
げ
る
こ
と
が

（
注
１
）

（
注
２
）

（1）
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